
ロ
ー
マ
元
首
政
期
小
ア
ジ
ア
に
お
け
る
見
世
物
と
都
市
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ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
事
例
を
中
心
と
し
て

繭
扇土

へ

永

理

考

【
要
約
】
　
本
稿
は
、
元
首
政
期
ロ
ー
マ
帝
国
下
の
小
ア
ジ
ア
で
増
加
し
た
、
競
技
祭
と
し
て
の
見
世
物
の
分
析
を
通
し
て
、
当
該
期
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア

都
市
の
実
態
に
迫
る
。
と
り
わ
け
、
都
市
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
を
事
例
と
し
、
碑
文
史
料
に
基
づ
き
既
存
の
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
と
剣
闘
士
競
技
に
代

表
さ
れ
る
「
ロ
ー
マ
風
競
技
」
と
の
関
係
性
を
間
う
。
ま
ず
、
同
市
の
見
世
物
に
集
う
人
々
の
実
態
を
確
認
し
た
上
で
、
他
都
市
に
赴
く
「
ギ
リ
シ
ア
風

競
技
」
の
競
技
者
に
対
す
る
顕
彰
碑
文
を
検
討
し
、
同
競
技
を
都
市
間
競
争
と
い
う
地
域
的
文
脈
に
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
、
同
競
技
に
お
け
る
皇
帝
を

主
と
す
る
ロ
ー
マ
中
央
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
要
素
、
お
よ
び
剣
闘
士
競
技
自
体
も
、
ロ
ー
マ
の
権
威
を
付
与
す
る
点
で
都
市
間
競
争
に
寄
与
し
て
い
た

と
考
え
る
。
結
果
と
し
て
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
と
剣
闘
士
競
技
は
、
と
も
に
見
世
物
と
し
て
都
市
闘
競
争
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
中
央
と

の
関
係
を
構
築
す
る
機
能
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
見
世
物
か
ら
み
る
ギ
リ
シ
ア
都
市
の
新
た
な
像
の
一
端
が
提
示
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
第
九
八
巻
二
号
　
二
〇
一
五
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

現
在
の
ト
ル
コ
に
相
当
す
る
小
ア
ジ
ア
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
内
の
一
地
方
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
各
州
と
し
て
統
治
さ
れ
て
い
た
。
ギ
リ
シ
ア

文
化
圏
に
属
す
る
こ
の
小
ア
ジ
ア
は
、
と
り
わ
け
元
首
政
期
の
帝
国
に
お
い
て
最
も
繁
栄
し
て
い
た
地
域
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
現
存
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

建
築
物
の
遺
構
や
硬
貨
、
そ
し
て
碑
文
な
ど
に
基
づ
い
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
繁
栄
の
証
拠
の
　
つ



ローマ元首政期小アジアにおける見世物と都市（増永）

と
し
て
、
小
ア
ジ
ア
は
帝
国
内
に
お
い
て
、
競
技
祭
と
し
て
催
さ
れ
る
見
世
物
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
特
に
紀
元
二
世

紀
か
ら
三
世
紀
に
か
け
て
、
各
地
で
競
技
祭
が
劇
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
、
多
く
の
都
市
が
古
い
競
技
祭
を
復
活
さ

せ
、
あ
る
い
は
新
し
い
競
技
祭
を
創
設
し
て
い
っ
た
。
こ
の
現
象
を
最
初
に
指
摘
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
碩
学
L
・
ロ
ベ
ー
ル
は
、
こ
れ
を
「
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

祭
の
爆
発
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
は
こ
の
現
象
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
た
の
か
、
あ

る
い
は
こ
の
現
象
が
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
十
分
な
説
明
を
与
え
て
い
な
い
。

　
か
か
る
現
象
に
説
明
を
与
え
る
先
行
研
究
の
一
つ
が
、
い
わ
ゆ
る
エ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
テ
ィ
ス
ム
論
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
P
・
ヴ
ェ
ー
ヌ
に

よ
っ
て
主
唱
さ
れ
た
エ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
テ
イ
ス
ム
論
は
、
一
般
的
に
都
市
の
有
力
者
ら
が
不
特
定
多
数
の
都
市
民
に
対
し
て
、
権
威
の
正
当
化
な

ど
を
目
的
に
、
公
共
建
築
物
や
見
世
物
な
ど
の
恵
与
行
為
を
行
っ
て
い
た
と
す
る
分
析
概
念
で
あ
り
、
古
代
世
界
に
広
く
共
通
す
る
現
象
と
し

　
　
　
　
　
　
　
③

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
近
年
、
A
・
ツ
ァ
ウ
ダ
ー
フ
ー
ク
は
、
元
首
政
期
小
ア
ジ
ア
で
増
大
し
た
見
世
物
を
含
む
恵
与
行
為
は
、
都
市
内
部
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

お
け
る
有
力
者
の
階
層
化
や
寡
激
化
が
進
行
す
る
中
、
彼
ら
自
身
の
支
配
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
た
、
と
主
張
す
る
。
エ
ヴ
ェ
ル

ジ
ェ
テ
ィ
ス
ム
論
は
恵
与
行
為
を
前
提
と
す
る
た
め
、
必
然
的
に
贈
与
者
と
し
て
の
有
力
者
、
受
益
者
と
し
て
の
都
市
民
と
い
う
対
比
構
造
を

想
定
す
る
。
し
か
し
、
見
世
物
と
い
う
恵
与
に
関
し
て
、
贈
与
者
は
同
時
に
受
益
者
と
し
て
の
観
客
に
な
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
以
上
、
エ
ヴ

ェ
ル
ジ
ェ
テ
ィ
ス
ム
論
に
依
っ
て
は
見
世
物
の
実
態
を
見
落
と
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
分
析
手
法
と
し
て
思
弁
的
側
面
が

強
い
こ
の
観
点
を
採
用
し
な
い
。

　
小
ア
ジ
ア
で
の
見
世
物
は
、
ツ
ァ
ウ
ダ
ー
フ
ー
ク
が
分
析
し
た
都
市
内
部
に
お
け
る
問
題
の
み
な
ら
ず
、
帝
国
全
体
に
お
け
る
問
題
と
し
て

も
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
見
世
物
に
対
す
る
ロ
ー
マ
皇
帝
や
中
央
政
府
の
関
与
に
加
え
、
見
世
物
そ
の
も
の
に
関
し
て

も
、
新
た
な
ロ
ー
マ
風
の
要
素
が
ギ
リ
シ
ア
世
界
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
市
と
い
う
枠
組
み
に
と
ど
ま
り
、
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

論
の
幅
を
狭
め
ぬ
た
め
に
も
、
帝
国
全
体
と
い
う
よ
り
大
き
な
文
脈
に
ま
で
眼
差
し
を
向
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
近
年
、

ロ
ー
マ
の
支
配
下
に
入
っ
た
ギ
リ
シ
ア
都
市
は
自
立
性
を
失
い
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
た
と
い
う
一
般
的
な
見
方
が
多
方
面
か
ら
見
直
さ
れ
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⑥

て
い
る
。
こ
う
し
た
近
年
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、

本
稿
で
は
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
の
交
差
点
と
し
て
の
見
世
物
を
分
析
す
る
こ
と
を
通

（390）

し
て
、
ロ
ー
マ
期
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
都
市
の
実
態
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
の
接
触
の
あ
り
方
に
迫
る
こ
と
を
試
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

※
史
料
や
欧
語
文
献
の
略
称
は
、
ψ
国
。
毎
月
。
≦
岩
頚
α
》
．
o
o
℃
宿
毛
8
『
葺

　
（
Φ
住
ω
．
）
魍
§
鴨
9
さ
ミ
G
夢
助
6
ミ
b
帖
。
職
。
｝
ミ
曝
舷
7
Φ
9
0
馨
「
9
卜
◎
O
お
、
お
よ

　
び
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
ト
．
ミ
ミ
措
層
ミ
ご
ご
讐
ミ
ミ
（
馨
8
”
＼
＼
≦
≦
室
簿
コ
p
Φ
？

　
O
巨
。
δ
職
ρ
¢
Φ
b
o
ヨ
＼
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
原
則
従
っ
た
が
、
慣
例
に
倣

　
つ
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
注
に
お
い
て
複
数
御
言
及
さ
れ
る
文
献
は
、
初
出
の

　
も
の
に
限
り
そ
の
書
誌
情
報
を
す
べ
て
表
記
す
る
が
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は

　
【
著
者
名
［
出
版
年
］
、
ペ
ー
ジ
数
】
と
い
う
形
式
で
記
す
。

①
ロ
ー
マ
期
に
お
け
る
小
ア
ジ
ア
全
体
に
関
す
る
研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い

　
が
、
さ
し
あ
た
り
、
U
．
ζ
簿
斡
ρ
肉
。
ミ
§
肉
袋
冷
§
工
物
貯
ミ
博
N
ミ
8
き
恥
寧
ミ

　
駄
き
鳴
§
帖
ミ
O
§
ミ
鑓
ミ
慰
、
O
専
制
魯
℃
二
男
8
8
登
ピ
㎝
ρ
ψ
ζ
圃
8
審
舞

　
臥
§
ミ
獄
黛
卜
§
昼
さ
き
§
魁
O
o
昏
§
冨
鴇
黛
§
ミ
き
竃
卜
辱
§
鴨
9
駐
§

　
郎
、
馬
ミ
ミ
貯
§
織
琳
譜
守
§
ミ
嚇
駄
沁
。
ミ
§
沁
ミ
魯
○
蔦
o
a
、
6
0
Q
。
僧
国
‘

　
郎
ミ
な
馬
貯
㌦
卜
§
9
さ
き
§
ミ
O
o
昏
§
櫓
囲
鴛
～
§
ミ
き
扇
棚
始
、
§
鳴
沁
蹄
恥
勲

　
O
ミ
へ
§
鳶
○
誉
a
噂
6
0
ω
堂
竃
ω
鷺
嘗
ρ
卜
薄
歯
鳴
ミ
博
§
ミ
鴨
ミ
鑓
㌔
N
ミ
ミ
壁

　
匿
目
配
ミ
越
亀
ミ
g
§
帖
§
（
N
論
旨
額
母
S
－
G
．
－
§
動
．
§
．
S
－
O
．
）
’
℃
巴
ρ

　
一
〇
㊤
α
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

②
『
菊
。
σ
Φ
昌
、
．
い
Φ
ω
。
§
8
舞
ω
讐
⑦
o
ω
．
．
噛
触
O
§
鵯
“
笥
隷
ミ
ぎ
職
。
ミ
ミ
§
蔚
ミ
ー

　
慧
暗
》
ミ
§
題
N
選
（
一
ゆ
認
）
、
O
■
も
。
鉾

③
℃
．
く
Φ
旨
や
ト
侮
鷺
§
ミ
貯
ら
帖
ミ
ミ
、
恥
8
ミ
薦
暗
ミ
恥
＆
、
§
悉
儀
、
§

　
黛
袋
ミ
駐
ミ
恥
営
ミ
§
ミ
甲
勺
鴛
圃
ρ
｝
㊤
刈
◎
薯
』
O
幽
9

④
》
．
N
三
9
臣
。
①
貰
§
鴨
き
ミ
帖
6
防
駄
寒
ミ
ミ
§
§
§
ミ
鳴
沁
。
恥
坤
§
N
奪
愚
ミ
㌧

　
Q
瀞
§
勲
肉
N
辞
命
§
氏
耳
鳴
恥
』
§
ら
8
誌
§
工
的
皆
ミ
ミ
き
0
曽
ヨ
蔑
凱
σ
q
①
b
O
O
P
ロ
P

　
届
O
山
㎝
蝉
こ
の
著
作
の
内
容
や
論
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（
書
評
）

　
「
N
三
号
昏
8
ぎ
〉
‘
↓
ぎ
、
ミ
帖
職
鈎
ミ
ミ
§
ミ
ら
ミ
§
ミ
咋
目
口
沁
噺
ミ
§

　
趣
博
慧
野
津
㌧
O
ミ
N
§
腐
肉
鳶
尉
防
§
織
b
ロ
§
愚
無
。
誌
§
》
恥
皆
§
謹
き
O
p
ヨ
耳
罷
o
Q
ρ

　
卜
。
O
O
り
」
糊
西
洋
古
代
研
究
㎞
一
二
、
二
〇
＝
～
年
、
六
三
－
六
九
頁
も
参
照
さ
れ

　
た
い
。

⑤
こ
の
点
は
、
近
年
、
本
邦
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
研
究
の
「
タ
コ
ツ
ボ

　
化
」
に
関
す
る
議
論
を
踏
ま
え
て
い
る
。
微
視
的
な
視
点
に
終
始
す
る
の
で
は
な

　
く
、
多
く
の
人
々
に
共
有
さ
れ
う
る
巨
視
的
な
問
題
を
提
供
す
る
こ
と
こ
そ
、
昨

　
今
の
西
洋
古
代
史
研
究
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
南
川
高
志
編

　
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
古
代
史
研
究
か
ら
見
た
西
洋
史
学
の
将
来
　
桜
井
万
黒
子
・
師

　
尾
晶
子
編
魍
古
代
地
中
海
世
界
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
（
山
川
出
版
社
刊
）
を
素
材

　
と
し
て
」
四
西
洋
史
学
』
二
四
〇
（
二
〇
一
〇
年
）
、
三
三
六
－
三
四
七
頁
を
参
照
。

⑥
さ
し
あ
た
り
、
O
ω
巴
ヨ
Φ
昌
．
．
9
ρ
幻
。
目
ρ
麩
α
窪
Φ
Ω
＜
旨
い
瀞
9
＞
ω
母

　
憲
8
「
．
．
」
訂
ω
．
ω
≦
巴
質
（
①
9
）
噌
ミ
0
9
逞
8
無
。
ミ
．
、
o
ミ
駐
℃
ト
ミ
鳴
溝
§
織

　
℃
ミ
N
＄
愚
ξ
唱
O
ぎ
鉱
b
O
8
も
U
．
器
ゐ
b
。
…
〉
・
N
艮
島
①
昏
8
ぎ
．
．
○
賢
昏
Φ
℃
o
無
ざ
巴

　
ω
o
o
黛
。
題
。
団
芽
Φ
H
琶
鷺
ユ
鉱
9
①
Φ
搾
Ω
蔓
．
．
嘲
O
肉
し
口
的
A
。
。
（
b
。
O
O
。
。
）
も
罫
念
刈
－
濠
切

　
を
参
照
さ
れ
た
い
。



第
【
章
　
先
行
研
究
、
お
よ
び
問
題
の
所
在

ローマ元首画期小アジアにおける見世物と都市（増永）

第
一
節
　
ロ
ー
マ
期
の
ギ
リ
シ
ア
都
市
に
お
け
る
見
世
物
の
枠
組
み

　
ギ
リ
シ
ア
都
市
は
、
か
つ
て
W
・
ブ
ル
ケ
ル
ト
が
述
べ
た
よ
う
に
、
「
祝
祭
共
同
体
句
Φ
の
什
o
q
Φ
ヨ
①
5
ω
昌
鋒
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
多
く
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

者
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
こ
の
祝
祭
は
、
都
市
の
守
護
神
の
神
域
か
ら
神
々
の
像
な
ど
を
運
ん
で
都
市
を
め
ぐ
る
行
列
、
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
ど
を
神
々
に
捧
げ
る
犠
牲
式
、
そ
し
て
競
技
祭
の
三
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
目
の
競
技
祭
こ
そ
が
見
世
物
に
相
当
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
原
則
と
し
て
ギ
リ
シ
ア
都
市
で
の
見
世
物
は
宗
教
行
事
の
一
環
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
見
世
物
自
体
は
、
演
劇
や
音
楽
の
競
演
、
そ
し
て
運
動
競
技
を
含
む
ギ
リ
シ
ア
の
伝
統
的
競
技
（
本
稿
で
は
こ
れ
を
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」

と
総
称
）
と
剣
闘
士
競
技
を
主
と
す
る
「
ロ
ー
マ
風
競
技
」
に
大
き
く
二
分
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
も
「
神
聖
な
冠
付
競

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

技
」
と
訳
さ
れ
る
、
訂
聴
h
§
h
q
8
巷
ミ
詳
ミ
　
量
巳
需
へ
と
賞
金
獲
得
が
主
要
と
な
る
，
繰
ミ
9
へ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

者
は
名
誉
が
伴
う
も
の
で
あ
り
、
古
典
期
以
来
の
伝
統
を
有
す
る
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
や
ピ
ュ
テ
イ
ア
祭
な
ど
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
に

お
け
る
勝
者
に
は
葉
冠
が
授
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
母
艦
に
凱
旋
入
場
す
る
権
利
や
、
他
の
競
技
祭
に
お
い
て
特
別
席
に
座
る
権
利
な
ど
も
与

　
　
　
⑤

え
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ー
マ
期
に
お
い
て
は
名
誉
と
と
も
に
賞
金
が
与
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
両
種
の
競
技
を
厳

密
に
分
類
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
一
方
、
ギ
リ
シ
ア
都
市
に
お
け
る
、
剣
闘
士
競
技
を
主
と
す
る
「
ロ
ー
マ
風
競
技
」
は
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
に
比
べ
る
と
そ
の
伝
統
は

浅
い
（
以
下
、
「
ロ
ー
マ
風
競
技
」
は
剣
闘
士
競
技
を
指
す
こ
と
と
す
る
。
野
獣
狩
り
も
「
ロ
ー
マ
風
競
技
」
と
み
な
さ
れ
う
る
が
、
関
連
史
料
が
希
薄
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
て
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
）
。
イ
タ
リ
ア
半
島
に
起
源
を
持
つ
剣
闘
士
競
技
が
ギ
リ
シ
ア
世
界
に
お
い
て
初
め
て
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

催
さ
れ
た
の
は
、
前
一
六
六
年
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
近
郊
の
ダ
フ
ネ
と
さ
れ
る
。
小
ア
ジ
ア
で
も
前
六
九
年
、
エ
フ
ェ
ソ
ス
で
の
開
催
が
確
認
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⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

さ
れ
る
。
そ
の
後
も
同
競
技
は
広
範
な
地
域
で
人
気
を
博
し
て
い
き
、
紀
元
二
世
紀
か
ら
三
世
紀
が
そ
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
同
様
、
剣
闘
士
競
技
も
天
罰
の
神
ネ
メ
シ
ス
な
ど
と
関
連
し
、
世
俗
的
と
さ
れ
る
ロ
ー
マ
市
に
お
け
る
競
技
に
比
べ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

宗
教
的
要
素
を
多
分
に
含
ん
だ
見
世
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

第
二
節
　
砺
究
史
概
観
、
お
よ
び
考
察
課
題

　
ロ
ー
マ
帝
国
下
の
ギ
リ
シ
ア
都
市
に
お
け
る
見
世
物
に
関
す
る
研
究
史
を
概
観
す
る
と
、
研
究
の
対
象
も
主
に
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
と

「
ロ
ー
マ
風
競
技
」
に
一
一
分
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
で
は
ま
ず
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
に
関
す
る
研
究
か
ら
整
理
し
よ
う
。
初
期
の
動
き
と
し
て
、
一
九
四
〇
年
、
A
・
H
・
M
・
ジ
ョ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ズ
に
よ
る
同
競
技
に
関
す
る
概
説
的
研
究
、
お
よ
び
一
九
五
〇
年
代
に
L
・
モ
レ
ッ
テ
ィ
に
よ
る
同
競
技
に
関
す
る
碑
文
集
の
出
版
と
い
っ
た

成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
一
九
六
七
年
、
小
ア
ジ
ア
南
西
部
の
都
市
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
の
C
・
ユ
リ
オ
ス
・
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
に
関
す
る
碑
文
の
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

見
は
、
研
究
が
大
い
に
進
展
す
る
画
期
と
な
っ
た
。
こ
の
長
大
な
碑
文
に
は
、
競
技
祭
の
創
設
、
お
よ
び
実
際
の
競
技
祭
の
過
程
、
そ
し
て
そ

の
責
任
者
で
あ
る
競
技
監
督
官
と
い
う
役
職
に
関
す
る
規
定
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
ギ
リ
シ
ア
都
市
に
お
け
る
競
技
祭
の
実
態
が
よ

り
鮮
明
と
な
っ
た
。
最
初
に
こ
の
碑
文
を
も
と
に
研
究
を
行
っ
た
の
が
M
・
ヴ
ェ
ル
レ
で
あ
り
、
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
に
関
す
る
情
報
か
ら
都
市
の

制
度
に
至
る
ま
で
様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
を
精
査
し
て
い
る
。
彼
は
、
ロ
ー
マ
期
の
競
技
祭
は
伝
統
的
な
ギ
リ
シ
ア
文
化
や
ロ
ー
マ
の
権
威
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
関
係
を
強
化
す
る
の
に
貢
献
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
碑
文
を
軸
に
、
S
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
も
分
析
を
行
っ
て
お
り
、
ロ
ー
マ
期

の
ギ
リ
シ
ア
世
界
に
お
け
る
競
技
祭
の
全
体
像
を
示
そ
う
と
試
み
て
い
る
。
三
世
紀
に
か
け
て
の
競
技
祭
の
増
加
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
建
築
ラ

ッ
シ
ュ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
都
市
の
バ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
や
プ
ラ
イ
ド
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
彼
は
強
調
す
る
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配

下
、
ギ
リ
シ
ア
都
市
で
は
、
皇
帝
を
巻
き
込
む
ほ
ど
に
都
市
間
の
競
争
が
激
化
し
て
い
た
と
一
般
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
な
検
討
は
な
さ

れ
て
い
な
い
も
の
の
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
も
か
か
る
元
首
政
期
の
状
況
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
方
、
競
技
祭
設
立
の
承
認
や
都
市
の
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称
号
授
与
と
い
っ
た
皇
帝
に
よ
る
「
恩
恵
」
施
与
は
、
苛
酷
な
隠
微
収
な
ど
の
搾
取
を
埋
め
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
ロ
ー
マ
中
央
の
政
治
的
手
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
あ
る
と
い
う
支
配
者
側
の
視
点
に
も
眼
差
し
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　
O
・
M
・
V
・
ナ
イ
フ
も
ま
た
、
ロ
ー
マ
期
の
ギ
リ
シ
ア
都
市
に
お
け
る
競
技
祭
の
活
況
を
主
張
し
、
特
に
都
市
有
力
者
に
と
っ
て
の
意
義

に
着
目
し
て
い
る
。
有
力
者
ら
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
伝
統
的
な
祝
祭
を
用
い
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
社
会
的
優
位
性
を
誇
示
す
る
と
同
時
に
、

ロ
ー
マ
申
央
に
も
意
識
を
向
け
て
い
た
、
と
彼
は
述
べ
る
。
と
り
わ
け
運
動
競
技
へ
の
参
与
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

や
社
会
的
地
位
の
高
さ
を
主
張
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
と
し
て
、
都
市
有
力
者
に
と
っ
て
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
が
い
か
に
積
極
的
意
義
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

有
し
て
い
た
か
を
強
調
す
る
。

　
近
年
で
は
、
Z
・
ニ
ュ
ー
ビ
ィ
、
J
・
P
・
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
が
彫
刻
な
ど
の
視
覚
資
料
と
文
学
作
品
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
て
、
ロ
ー
マ
期
の
運
動

競
技
、
さ
ら
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア
文
化
が
担
っ
た
様
々
な
役
割
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
る
と
、
皇
帝
に
よ
る
祝

祭
の
促
進
や
支
持
、
ロ
ー
マ
市
に
お
け
る
運
動
競
技
組
合
の
本
部
の
設
置
な
ど
は
、
ロ
ー
マ
市
や
皇
帝
が
ギ
リ
シ
ア
の
祝
祭
文
化
に
お
い
て
中

心
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
他
方
、
ギ
リ
シ
ア
世
界
側
に
と
っ
て
、
運
動
競
技
は
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
中
心
的
象
徴
の

一
つ
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
両
研
究
者
は
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
こ
そ
異
な
れ
ど
、
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

上
の
よ
う
な
見
解
を
共
有
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
中
央
と
し
て
の

ロ
ー
マ
が
介
入
を
強
め
、
次
第
に
中
心
的
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
も
、
ギ
リ
シ
ア
都
市
に
と
っ
て
競
技
祭
は
ギ
リ
シ
ア
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
評
価
に
概
ね
至
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
中
で
も
、
ロ
ー
マ
中
央
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
皇
帝
崇
拝
の
～
環
と
し
て
、
ロ
ー
マ
に
よ
る
支
配
と
い
う
現
実
に
対
し
て
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
が
順
応
し
て
い
た
証
左
で
あ
る
と
理
解
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

こ
と
が
定
着
し
て
い
る
。
果
た
し
て
こ
れ
は
ロ
ー
マ
に
対
す
る
ギ
リ
シ
ア
都
市
の
従
属
の
証
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」

に
お
け
る
ロ
ー
マ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
都
市
と
い
う
文
脈
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
、
そ
の
意
義
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
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で
は
、
も
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
ロ
ー
マ
風
競
技
」
、
す
な
わ
ち
剣
闘
士
競
技
に
関
す
る
研
究
を
み
て
み
よ
う
。
初
め
て
体
系
的
研

究
を
行
っ
た
の
は
し
・
ロ
ベ
ー
ル
で
あ
る
。
彼
は
多
く
の
剣
闘
士
競
技
関
連
の
碑
文
を
提
示
し
、
ギ
リ
シ
ア
世
界
に
お
け
る
同
競
技
の
拡
大
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

制
度
に
つ
い
て
分
析
し
、
帝
国
東
方
に
お
い
て
同
競
技
は
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
し
・
フ
リ
ー
ト
レ
ン
ダ
i
以
来
の
説
を
否
定
し
て
い
る
。

　
近
年
、
M
・
J
・
カ
ー
タ
ー
は
ロ
ベ
ー
ル
以
降
新
た
に
発
見
さ
れ
た
碑
文
史
料
を
用
い
、
彼
の
よ
う
に
剣
闘
士
競
技
の
存
在
を
単
純
な

「
ロ
ー
マ
化
」
と
み
な
す
の
で
は
な
く
、
帝
政
期
を
通
し
て
同
競
技
に
は
ギ
リ
シ
ア
の
伝
統
的
な
競
技
の
価
値
が
付
与
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ア
入
た

ち
が
単
に
ロ
ー
マ
的
な
慣
習
を
採
用
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
彼
は
主
に
競
技
の
組
織
や
剣
闘
士
の
地
位
な
ど
に
焦
点
を

当
て
、
東
方
に
お
け
る
剣
闘
士
競
技
は
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
の
文
化
的
な
接
点
と
し
て
、
両
者
の
価
値
観
の
融
合
を
見
出
せ
る
も
の
で
あ
る
と

　
　
　
⑲

主
張
す
る
。
カ
ー
タ
ー
の
流
れ
を
く
む
C
h
・
マ
ン
は
、
東
方
に
お
い
て
剣
闘
士
競
技
は
、
制
度
と
し
て
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
に
組
み
込
ま

れ
な
か
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、
剣
闘
士
の
墓
碑
に
お
け
る
表
現
な
ど
に
ギ
リ
シ
ア
的
な
特
色
を
見
出
し
、
帝
国
西
方
と
は
異
な
る
ギ
リ
シ
ア
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

界
独
自
の
普
及
、
あ
る
い
は
受
容
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
以
上
、
研
究
史
を
整
理
し
て
き
た
が
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
と
「
ロ
ー
マ
風
競
技
」
に
関
し
て
別
々
の
研
究
史
が
形
成
さ
れ
て
い
る
点
に

は
問
題
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
両
競
技
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
近
年
の
剣
闘
士
競
技
研
究
の
方
で
雷
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
蓄
積

の
あ
る
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
の
研
究
が
大
い
に
生
か
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
さ
ら
に
、
先
に
言
及
し
た
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

両
競
技
の
間
に
緊
張
関
係
が
存
在
し
た
こ
と
す
ら
強
調
し
て
い
る
。
確
か
に
制
度
面
を
み
る
と
両
者
は
別
物
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
両
者
を
分
け
隔
て
る
こ
と
に
関
し
て
説
得
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
先
行
研
究
は
管
見
の
か
ぎ
り
存
在
し
な
い
。
実
際
、
剣
闘
士
競

技
を
指
す
ギ
リ
シ
ア
語
は
、
一
般
に
．
t
ミ
。
ミ
次
ミ
．
．
で
あ
る
が
、
ま
れ
に
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
を
指
す
、
、
ミ
§
、
、
と
い
う
語
も
充
て
ら
れ

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
い
た
。
加
え
て
、
こ
の
、
ミ
魯
㌦
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
語
の
第
一
義
は
、
「
集
ま
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
競

技
は
、
共
同
体
内
外
の
人
々
が
集
い
、
～
定
の
集
団
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
点
を
共
通
要
素
と
し
て
内
包
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
か
か
る
見
世
物
と
し
て
の
共
通
面
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
両
競
技
を
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
の
交
差
点
と
し
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て
、
従
来
の
視
点
で
は
解
明
さ
れ
え
な
い
見
世
物
の
実
態
に
迫
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
三
節
事
例
と
し
て
の
都
市
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス

　
分
析
の
た
め
の
主
た
る
史
料
は
碑
文
と
な
る
が
、
小
ア
ジ
ア
全
土
に

わ
た
っ
て
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
は
筆
者
の
能
力
を
大
き
く
超
え
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
と
い
う
都
市
を
ケ
ー
ス
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

デ
ィ
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
以
下
、
事
例
と
し
て
同
市
が

い
か
に
有
効
か
を
、
都
市
の
略
歴
を
概
観
し
な
が
ら
明
ら
か
に
し
て
い

こ
・
つ
。

　
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
は
小
ア
ジ
ア
南
西
部
、
マ
イ
ア
ン
ド
ロ
ス
川
の

南
に
位
置
す
る
都
市
で
あ
る
。
こ
の
都
市
は
そ
の
名
が
示
唆
す
る
通
り
、

女
神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
崇
拝
の
中
心
地
で
あ
り
、
そ
の
聖
域
を
中
心
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

て
前
三
世
紀
ご
ろ
か
ら
共
同
体
が
形
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

前
一
世
紀
初
頭
、
同
市
は
小
ア
ジ
ア
で
展
開
さ
れ
て
い
た
ミ
ト
リ
ダ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ス
戦
争
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
を
終
始
支
持
、
援
助
し
て
い
る
。
そ
の
貢

献
が
ロ
ー
マ
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
ユ
リ
ウ
ス
家
の
祖
先
と
さ

れ
た
女
神
ウ
ェ
ヌ
ス
と
女
神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
と
が
同
一
視
さ
れ
た
結
果
、

同
市
に
は
前
三
九
年
の
元
老
院
決
議
に
よ
っ
て
、
税
金
の
免
除
、
自
治
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⑳

の
承
認
、
ロ
ー
マ
市
に
お
け
る
見
世
物
で
の
優
先
席
な
ど
様
々
な
特
権
が
付
与
さ
れ
た
。
帝
政
期
に
入
る
と
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
は
公
共
建

築
物
の
建
設
に
よ
っ
て
都
市
化
が
進
展
し
、
大
い
に
繁
栄
を
み
て
い
る
。
都
市
内
部
に
は
、
劇
場
、
競
技
場
、
そ
し
て
皇
帝
の
神
殿
な
ど
が
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰺

次
い
で
建
設
さ
れ
、
ロ
ー
マ
期
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
都
市
の
典
型
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
同
市
は
三
世
紀
半
ば
ご
ろ
ま
で
に
、
カ
リ
ア
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

方
の
申
心
都
市
と
な
り
、
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
に
よ
る
属
州
再
編
時
に
は
、
長
州
カ
リ
ア
の
州
都
に
定
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
は
共
和
政
末
期
か
ら
ロ
ー
マ
と
の
友
好
関
係
を
築
き
、
そ
の
恩
恵
も
あ
っ
て
帝
政
期
に
か
け
て
繁
栄
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
マ
の
影
響
を
大
い
に
受
け
た
、
ロ
ー
マ
期
を
代
表
す
る
都
市
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
都
市
自
ら
も
、
J
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
が

「
ア
ー
カ
イ
ヴ
壁
」
と
名
づ
け
る
、
皇
帝
の
手
紙
な
ど
か
ら
な
る
碑
文
群
を
二
世
紀
か
ら
三
世
紀
に
か
け
て
劇
場
に
設
置
し
、
ロ
ー
マ
と
の
関

　
　
　
　
　
　
　
⑳

係
を
強
調
し
て
い
た
。
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
剣
闘
士
競
技
な
ど
ロ
ー
マ
の
要
素
を
考
慮
す
る
以
上
、
ロ
ー
マ
と
の
関
係
は
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
こ
の
点
で
も
本
稿
に
お
け
る
考
察
に
適
し
た
対
象
で
あ
る
。

　
「
方
、
前
述
の
前
三
九
年
の
元
老
院
決
議
に
よ
っ
て
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
は
特
権
と
し
て
様
々
な
自
由
が
保
障
さ
れ
、
ロ
ー
マ
の
役
人

ら
に
よ
る
直
接
的
介
入
は
他
の
都
市
に
比
べ
て
少
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
都
市
に
比
べ
、
ア
フ
ロ
デ
イ

シ
ア
ス
に
お
け
る
ロ
ー
マ
の
影
響
は
都
市
側
に
よ
っ
て
積
極
的
に
摂
取
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
都
市
に
一
定
の
自
由
が
保
障
さ

れ
て
い
た
と
い
う
点
で
、
同
市
に
着
目
す
る
こ
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
都
市
に
と
っ
て
の
ロ
ー
マ
の
存
在
意
義
を
問
う
と
い
う
本
稿
の
目
的
に
適
う

も
の
で
あ
る
。

　
史
料
の
残
存
状
況
に
関
し
て
も
、
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
碑
文
は
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
全
体
で
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
を
数
え
、
小
ア
ジ

ア
の
中
で
も
随
一
の
量
を
誇
っ
て
い
る
。
特
に
、
見
世
物
に
関
す
る
碑
文
の
数
は
他
都
市
に
比
べ
顕
著
で
あ
り
、
帝
政
後
期
に
つ
い
て
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
、
す
で
に
C
h
・
ル
ー
シ
ェ
に
よ
っ
て
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
は
、
帝
政
後
期
の
都
市
に
お
い
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
集
団
や
彼
ら
を
支

持
す
る
党
派
集
団
が
い
か
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
か
を
解
明
し
て
い
る
が
、
元
首
政
期
の
状
況
に
関
し
て
は
、
当
該
期
の
史
料
を
そ
の
補
遺

に
お
い
て
整
理
し
て
い
る
の
み
で
、
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
元
首
政
期
の
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
お
け
る

112　（396）



ローマ元首政期小アジアにおける見世物と都市（増永）

見
世
物
の
実
態
を
再
構
成
す
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
前
節
で
指
摘
し
た
問
題
点
を
踏
ま
え
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
を
中
心
と
し
て
実
際
に
史
料
を
検
討
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、
ま
ず
次
章

に
お
い
て
、
史
料
が
比
較
的
豊
富
で
あ
り
、
既
存
の
文
化
と
し
て
よ
り
長
い
伝
統
を
持
つ
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
の
状
況
を
考
察
す
る
。
そ
れ

を
踏
ま
え
、
続
く
第
三
章
で
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
に
お
け
る
ロ
ー
マ
の
要
素
、
お
よ
び
ロ
ー
マ
の
要
素
そ
の
も
の
で
あ
る
剣
闘
士
競
技
の

意
義
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
以
上
の
考
察
を
勘
案
し
、
最
終
的
に
小
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
都
市
に
と
っ
て
、
見
世
物
は
い
か
な
る
意
義

を
有
し
て
い
た
の
か
、
さ
ら
に
は
彼
ら
に
と
っ
て
ロ
ー
マ
と
は
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
本
稿
の
最
終
目
標
と
な
る
。

①
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重
き
騨
熔
け
．
．
、
ぎ

　
ω
．
Ω
o
匡
幽
幽
（
Φ
巳
’
し
口
戴
蹟
O
謎
鳴
神
§
魯
、
沁
§
罵
、
O
ミ
誉
ヘ
ミ
N
ミ
§
畿
2
き
鴨

　
⑦
象
ミ
ミ
の
魯
ミ
始
ミ
§
職
、
隷
帖
b
§
魁
魯
ミ
§
～
駄
肉
ミ
営
鳶
．
0
§
鐸
錠
帥
q
ρ
ト
っ
O
O
一
噂

　
U
P
ω
O
？
ω
9
。
↑

⑯
蝉
密
≦
び
ざ
O
ミ
同
日
ミ
§
。
防
ミ
ミ
鴨
沁
。
ミ
§
き
、
ミ
」
ミ
§
葭
§
儀
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ミ
こ
§
噂
O
改
o
a
、
卜
⊃
8
9
0
P
卜
⊃
刈
Φ
山
○
。
一
一
｝
．
℃
．
囚
α
美
山
q
’
毎
琳
ミ
鴨
職
自
ミ
ミ

　
い
譜
ミ
琳
ミ
恥
§
ミ
旧
物
ミ
、
ミ
坤
N
両
ミ
黛
蚕
O
僧
筥
ぴ
覧
α
ゆ
Q
ρ
b
の
0
8
■
娼
や
ト
。
お
1
卜
⊃
一
ρ

　
Q
Q
A
α
一
ω
㎝
卜
⊃
．

⑰
＜
磐
昼
h
ロ
8
0
｝
も
p
H
。
。
Φ
山
。
。
c
。
一
円
9
蒔
営
8
呂
も
．
卜
。
H
。
。
捗

⑱
幻
。
σ
ω
嵩
ロ
零
O
H
ロ
』
β
ブ
リ
！
ト
レ
ン
ダ
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
に

　
よ
る
著
作
に
み
ら
れ
る
傾
向
を
根
拠
に
、
ギ
リ
シ
ア
世
界
に
お
け
る
剣
闘
士
競
技

　
受
容
を
退
け
て
い
た
。
O
捗
炉
端
「
δ
無
二
α
①
斜
陶
§
N
§
煙
い
欝
§
職
§
ミ
ミ
誘

　
ミ
嚇
魯
、
琳
ぎ
吋
ミ
セ
肉
博
愚
聴
魯
鵯
。
ト
獅
吋
壁
ψ
σ
〈
月
半
司
話
Φ
ω
Φ
き
島
じ
〉
■

　
ζ
p
。
讐
g
ρ
署
①
≦
属
。
鐸
、
6
刈
P
℃
■
望
憾

⑲
竃
｝
．
9
艮
Φ
5
↓
註
、
§
ミ
N
ミ
凡
§
駄
Q
貯
ミ
織
ミ
ミ
憩
§
ミ
§
動
§
§

　
O
越
罫
肉
薦
垂
沁
。
ミ
§
G
ミ
咋
ミ
鳴
§
ミ
O
誌
寒
ミ
§
職
愛
q
乱
捕
σ
一
再
冨
α
剛
ダ
P

　
葺
①
ω
び
ζ
o
竃
9
。
象
霞
、
H
8
9
ロ
P
卜
。
8
山
Φ
N
O
怖
H
9
、
、
O
蟹
象
亀
。
話
鋤
p
α

　
］
≦
O
口
O
ヨ
餌
0
7
0
一
噌
O
村
Φ
Φ
貯
〉
算
詳
口
縣
①
ω
8
P
沁
O
ヨ
帖
5
、
O
巳
窪
吋
巴
剛
①
鳳
σ
N
ヨ
帖
5
0
Φ
．
讐
ド

　
ぎ
い
℃
碧
葵
。
箒
け
き
肖
ぎ
8
（
Φ
9
）
魍
憩
ミ
㌧
き
、
ぎ
G
ミ
妹
ミ
題
驚
き
鴨
善
ミ
僑
ミ

　
き
、
ミ
㌧
さ
ミ
、
鴨
愚
三
門
器
鉾
い
0
5
α
8
壁
厚
窯
Φ
甫
団
。
鱒
’
も
。
8
P
娼
b
■
δ
O
山
刈
県

⑳
9
．
ζ
鍛
3
．
．
Q
p
匹
聾
。
肘
ω
ぎ
讐
Φ
ρ
Φ
領
国
四
ω
嘗
＞
9
ω
Φ
ω
巳
量
ぎ

　
幻
。
ヨ
き
訂
鋤
江
8
．
．
”
寄
§
ミ
ミ
焼
§
ミ
冒
ミ
篭
貸
N
ミ
ミ
鴨
趣
可
む
透
駄
曾
ミ
鄭
卜
。
①

　
（
b
。
0
8
）
▼
や
b
。
お
搾
H
Ω
‘
、
．
§
N
書
§
§
映
ミ
詰
、
§
斡
§
恥
卜
暮
§
神
§
燈
篭

　
§
馬
．
O
貯
ミ
ミ
ミ
§
篤
ミ
9
§
N
§
恥
沁
q
ミ
蹄
さ
§
肉
瓢
さ
霧
袋
、
ミ
ミ
恥
ぎ

　
蹴
ミ
陶
ミ
蓉
ミ
鴇
§
ミ
斡
b
d
Φ
集
P
卜
。
O
同
一
噌
ψ
一
重
山
Q
。
一
・
彼
に
よ
る
と
、
し
ば
し
ば
剣

　
闘
士
自
身
の
名
前
が
ギ
リ
シ
ア
の
英
雄
や
徳
を
示
唆
し
て
い
る
点
、
そ
し
て
墓
碑

　
に
お
い
て
剣
闘
士
の
人
と
な
り
が
詳
細
に
刻
ま
れ
て
い
る
点
な
ど
が
ギ
リ
シ
ア
世

　
界
に
お
け
る
特
徴
で
あ
る
。
な
お
、
我
が
国
で
も
近
年
、
剣
闘
士
競
技
に
関
す
る

　
研
究
が
隆
盛
し
つ
つ
あ
る
。
梶
田
知
志
「
鋪
闘
士
競
技
（
ヨ
量
Φ
猛
帥
Q
冨
2
p
。
8
甑
僧
）

　
研
究
百
年
史
－
政
治
・
文
化
史
か
ら
社
会
：
心
性
史
へ
一
三
『
早
稲
田
大
学

　
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
　
第
四
分
冊
㎞
五
二
（
二
〇
〇
七
年
）
、
二
一
一
二
九

　
頁
は
鋼
闘
士
競
技
に
関
す
る
研
究
動
向
を
把
握
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ギ
リ
シ

　
ア
世
界
に
関
し
て
は
、
開
催
場
所
の
問
題
に
限
ら
れ
る
が
、
本
村
凌
二
『
帝
国
を

　
魅
せ
る
剣
闘
士
－
血
と
汗
の
ロ
ー
マ
社
会
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、

　
一
四
一
－
一
四
五
頁
が
あ
る
。
帝
国
西
方
に
関
し
て
は
、
佐
野
光
宜
「
剣
闘
士
競

　
技
と
ロ
ー
マ
社
会
！
ポ
ン
ペ
イ
の
事
例
か
ら
」
開
人
文
知
の
新
た
な
総
合
に
向

　
け
て
（
二
　
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
多
元
門
人
文
学

　
の
拠
点
形
成
」
第
五
圓
報
告
書
　
下
巻
）
㎞
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二

　
〇
〇
七
年
、
一
⊥
二
〇
頁
一
同
「
帝
政
前
期
ロ
ー
マ
に
お
け
る
剣
闘
士
競
技
の
祉

　
会
的
機
能
ー
ー
ガ
リ
ア
・
ナ
ル
ポ
ネ
ン
シ
ス
の
都
市
ネ
マ
ウ
ス
ス
の
事
例
か
ら
」

　
欄
西
洋
史
学
㎞
二
三
〇
（
二
〇
〇
八
年
）
、
九
〇
－
一
一
一
頁
一
同
「
帝
政
前
期

　
ヒ
ス
パ
ニ
ア
に
お
け
る
剣
闘
士
競
技
－
属
名
バ
エ
テ
ィ
カ
を
中
心
に
扁
槻
西
洋

　
古
典
学
研
究
㎞
五
八
（
二
〇
｝
○
年
）
、
三
七
i
四
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。

⑳
霞
蝕
σ
q
冨
0
8
］
も
b
δ
h

⑫
　
例
え
ば
、
h
臥
鷺
ミ
魁
匙
↓
9
．
．
昏
×
臨
く
．
．
以
外
に
も
、
「
競
技
場
q
蝕
9
ミ
」
「
競

　
技
の
賞
金
昏
Q
ン
ミ
」
「
征
服
さ
れ
ざ
る
隊
ン
対
当
巳
乱
と
い
っ
た
「
ギ
リ
シ
ア
風

　
競
技
」
に
関
す
る
用
語
の
借
馬
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
竃
国
目

　
［
卜
。
O
一
昌
’
ψ
嵌
①
山
①
ω
を
参
照
の
こ
と
。

⑱
卜
憩
ω
■
タ
、
、
ミ
§
．
、
．

⑳
　
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
史
料
に
関
し
て
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
回
力
Φ
旨
。
瓦
ω
、

　
O
『
カ
。
口
Φ
o
豊
饒
α
○
．
b
d
＆
輿
論
（
Φ
α
ω
・
）
”
き
吻
ミ
慧
職
§
恥
駄
山
野
ミ
◎
ミ
易
易
b
。
8
刈

　
（
げ
け
け
”
”
＼
＼
一
昌
ω
鋤
ロ
ロ
・
評
O
一
・
p
o
O
■
環
貯
＼
一
餌
O
匡
b
Ω
O
O
刈
）
を
参
照
（
最
終
閲
覧
二
〇
一
五
年
～

　
月
二
二
日
）
。
以
下
、
こ
れ
を
萄
慧
始
q
Q
＼
と
略
記
。

⑳
ρ
芸
無
3
、
．
濱
①
毛
脚
。
ω
o
母
9
§
9
Φ
q
「
び
p
。
コ
U
Φ
＜
Φ
一
8
ヨ
Φ
暑
。
眺

　
》
9
8
巳
ω
冨
ω
ぎ
い
簿
Φ
〉
口
畝
ρ
巳
蔓
．
．
’
ぎ
P
℃
母
急
げ
（
①
9
）
．
宇
魯
§
譜
ミ
§

　
壽
無
ミ
篭
臥
恥
皆
き
ご
ミ
、
さ
ミ
曽
翰
ヘ
ミ
禽
§
缶
魅
隷
き
ミ
鴇
草
M
§
、
N
禽
。
勲

　
ミ
鳴
§
ミ
蟄
℃
“
§
ミ
§
、
㌔
鴨
§
、
§
儀
さ
篭
ミ
。
鈎
℃
o
洋
ω
ヨ
8
昏
、
卜
⊃
8
H
も
」
6
．

　
例
え
ば
、
宝
喜
始
Q
◎
N
一
」
O
刈
に
は
「
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
祭
司
」
と
思
わ
れ

　
る
人
物
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
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⑳
濠
慧
ミ
ミ
鉾
ω
．

⑳
宝
達
ミ
ミ
。
。
』
N

⑳
　
帝
政
期
に
お
け
る
都
市
化
の
進
展
に
つ
い
て
は
、
○
沁
鋤
陣
ρ
、
．
↓
げ
Φ
d
誉
壁

　
U
o
く
Φ
δ
O
ヨ
①
暮
o
h
諺
ロ
冨
。
象
ω
冨
ω
陣
口
寄
Φ
い
讐
①
出
亀
Φ
陰
ω
甑
。
磐
α
導
弓
鋤
二
鴫

　
寓
℃
鍵
田
馬
弓
＆
ω
．
．
’
ぎ
9
．
b
ヴ
Φ
ヨ
ω
ミ
ミ
（
国
巴
、
ぎ
ミ
恥
§
職
§
Q
ミ
§
㌦

　
隷
ミ
ミ
誌
§
ミ
ミ
営
鳶
恩
恵
ら
ぎ
ミ
§
職
ミ
妹
ミ
蹴
§
の
ミ
織
§
胆
蹴
ミ
己
鳩
ミ
逡
、
§
佃

℃
さ
ミ
鳶
§
映
N
§
ミ
篭
目
誠
§
犠
ミ
逼
§
§
さ
詠
明
屋
鴨
温
い
窪
く
2
噛
b
。
0
8
．
ロ
P

　
甲
認
を
参
照
。

⑲
　
O
劉
菊
8
Φ
o
幕
、
．
．
図
。
臼
ρ
》
ω
猷
p
・
滋
＞
9
8
岳
ω
一
器
冒
普
Φ
↓
三
巴
O
窪
8
蔓
．
．
’

薦
⑦
日
（
一
㊤
O
Q
一
）
’
暑
」
O
ω
∴
卜
。
ρ

⑳
切
幕
唇
。
冠
ρ
臥
導
こ
ミ
鴇
鳥
物
§
ミ
沁
ミ
謹
％
b
象
§
村
鴨
ミ
恥
逼
ミ
遵
ミ
鴨

艶
6
ミ
ミ
軌
§
珍
き
鴨
↓
ぎ
ミ
ミ
四
幅
匿
路
δ
ミ
鴇
塗
ぴ
。
目
住
。
戸
一
〇
Q
。
ぴ
。
．
燭
や
ω
9
。
I
Q
。
S

⑪
　
O
F
肉
。
器
9
ρ
説
さ
ミ
謹
誘
鳥
、
ミ
ぎ
ミ
防
§
毎
ミ
醇
喜
こ
ミ
し
。
帖
§
、
ミ
ミ
肉

南
。
ミ
ミ
煙
ミ
ミ
ト
画
討
、
肉
。
ミ
ミ
N
㌔
ミ
ご
駐
．
［
O
コ
幽
O
登
一
㊤
8
’

第
二
章
　
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
見
世
物
に
表
顕
す
る
都
市
間
関
係
i
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
を
中
心
に
ー

ローマ元首政期小アジアにおける見世物と都市（増永）

第
一
節
　
見
世
物
に
集
う
他
共
同
体
の
人
々

　
見
世
物
に
共
通
す
る
要
素
と
し
て
、
共
同
体
内
外
の
人
々
に
よ
っ
て
一
定
の
集
団
が
形
成
さ
れ
る
点
を
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
そ
も
そ
も
ア

フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
お
け
る
見
世
物
に
は
ど
の
よ
う
な
人
々
が
集
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
か
か
る
疑
問
を
出
発
点
と
し
た
い
。
こ
の
点
に
迫

る
の
に
有
効
な
史
料
が
劇
場
や
競
技
場
の
座
席
に
刻
ま
れ
た
座
席
銘
で
あ
る
。
こ
の
座
席
銘
の
多
く
は
、
「
誰
そ
れ
の
場
所
」
と
い
う
よ
う
に

席
の
確
保
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
落
書
き
の
類
も
数
多
く
存
在
し
、
そ
の
刻
字
が
公
的
か
否
か
の
判
別
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
刻
字

の
年
代
決
定
も
不
確
実
で
あ
り
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
場
合
で
あ
る
と
、
二
世
紀
か
ら
六
世
紀
と
か
な
り
幅
が
あ
る
た
め
、
扱
い
に
は
慎
重

に
な
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
定
の
集
団
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
見
世
物
を
捉
え
る
と
い
う
本
稿
の
姿
勢
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
、
ま
さ
に
こ
の
史
料
は
人
々
の
集
い
の
証
と
し
て
決
し
て
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
多
く
の
座
席
銘
か
ら
は
、
見
世
物
の
内
容
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
ギ
リ
シ
ア
風

競
技
」
と
「
ロ
ー
マ
風
競
技
」
の
い
ず
れ
か
で
機
能
し
て
い
た
か
と
い
う
情
報
は
、
多
く
の
座
席
銘
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
、

多
く
の
小
ア
ジ
ア
都
市
同
様
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
お
い
て
両
競
技
は
既
存
の
劇
場
や
競
技
場
と
い
う
同
一
の
場
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。
し
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た
が
っ
て
、
座
席
銘
が
両
競
技
の
区
分
に
影
響
を
受
け
て
い
た
の
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
し
あ
た
り
、
座
席
銘
の
検
討
に

際
し
て
、
見
世
物
の
内
容
に
つ
い
て
は
留
保
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
お
け
る
座
席
銘
は
全
部
で
一
〇
二
点
確
認
さ
れ
る
。
刻
字
内
容
の
内
訳
と
し
て
は
、
不
明
を
除
い
て
最
も
多
い
の
が

「
個
人
名
」
の
三
五
点
で
あ
る
。
D
・
B
・
ス
モ
ー
ル
に
よ
る
と
、
ロ
ー
マ
期
に
個
人
の
た
め
の
座
席
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

人
の
社
会
的
流
動
性
が
高
ま
り
、
ロ
ー
マ
期
以
前
の
伝
統
的
な
平
等
主
義
か
ら
の
逸
脱
と
い
う
社
会
構
造
の
変
化
に
起
因
す
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
二
世
紀
か
ら
六
世
紀
と
い
う
時
代
幅
と
古
代
に
お
け
る
死
亡
率
の
高
さ
を
考
慮
す
る
と
、
同
一
人
物
、
ひ
い
て
は
同
一
家
系
に
よ
る
長
期

的
利
用
の
可
能
性
は
低
い
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
帝
政
後
期
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
党
派
」
に
関
す
る
も
の
を
除
い
て
、
次
に
＝
口
数
の
座
席
銘
が
確
認
さ
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
「
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

業
」
と
「
共
同
体
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
が
八
点
、
後
者
が
五
点
そ
れ
ぞ
れ
確
認
さ
れ
る
。
職
業
名
を
記
し
た
座
席
銘
に
つ
い
て
は
、

O
・
M
・
V
・
ナ
イ
フ
の
研
究
が
あ
る
。
彼
に
よ
る
と
、
観
衆
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
祝
祭
と
し
て
の
見
世
物
に
お
い
て
、
観
客
席
に
場
所
を

持
つ
こ
と
は
特
権
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
観
客
席
に
お
け
る
座
席
配
置
は
共
同
体
構
成
員
が
、
都
市
に
お
け
る
自
分
た
ち
の
場
所
を
主
張
す

　
　
　
　
　
　
⑤

る
の
に
貢
献
し
た
。
加
え
て
、
か
か
る
性
質
ゆ
え
に
、
エ
フ
ェ
ソ
ス
の
劇
場
に
お
け
る
銀
細
工
師
の
暴
動
の
よ
う
に
騒
乱
と
も
結
び
つ
き
、
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

世
物
の
空
間
は
緊
張
関
係
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
共
同
体
を
示
唆
す
る
座
席
銘
の
中
に
は
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
内
の
部
族
名
に
加
え
、
他
都
市
の
人
々
に
関
す
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
こ
の

種
の
座
席
銘
に
関
し
て
C
h
・
ル
ー
シ
ェ
は
、
ロ
ー
マ
市
に
お
け
る
類
例
に
基
づ
い
て
、
他
都
市
の
代
表
者
に
取
っ
て
お
か
れ
た
席
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
座
席
銘
は
、
職
業
名
に
比
べ
、
他
都
市
で
の
類
例
が
圧
倒
的
に
少
な
い
と
い
う
難
は
あ
る
が
、
見
世
物
が
開
催

都
市
の
人
々
の
み
な
ら
ず
、
他
共
同
体
の
人
々
を
取
り
込
む
か
た
ち
で
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

　
で
は
、
実
際
い
か
な
る
都
市
の
人
々
が
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
に
や
っ
て
来
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
座
席
銘
か
ら
確
認
さ
れ
る
の
は
、
マ
ス

タ
ウ
ラ
、
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
、
キ
ビ
ュ
ラ
、
史
料
の
読
み
次
第
で
は
ミ
レ
ト
ス
も
確
認
で
き
る
が
、
文
字
の
判
別
が
困
難
で
あ
る
た
め
確
実
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⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
こ
と
は
い
え
な
い
。
先
行
研
究
に
従
い
、
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
を
マ
イ
ア
ン
ド
ロ
ス
川
付
近
の
都
市
と
み
な
す
な
ら
、
不
確
実
な
ミ
レ
ト
ス

を
除
く
三
市
は
比
較
的
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
近
隣
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
地
図
参
照
）
。
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
、
お
よ
び
マ
ス
タ

ウ
ラ
は
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
北
西
約
五
〇
キ
ロ
、
そ
し
て
キ
ビ
ュ
ラ
は
南
東
全
一
〇
〇
キ
ロ
の
地
点
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
市
の

人
々
の
存
在
を
示
す
座
席
銘
は
、
キ
ビ
ュ
ラ
の
～
例
を
除
い
て
、
あ
る
座
席
列
全
体
に
わ
た
っ
て
刻
字
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も

ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
、
マ
ス
タ
ウ
ラ
の
人
々
は
あ
る
程
度
の
集
団
を
な
し
て
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
や
っ
て
来
て
お
り
、
同
一
の
場
所
に
座
っ

て
見
世
物
を
観
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
座
席
銘
以
外
か
ら
も
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
の
見
世
物
に
集
う
他
都
市
の
人
々
の
存
在
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
座
席
銘
と
は
異
な
り
、

「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
に
限
定
さ
れ
て
は
し
ま
う
が
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
存
在
す
る
。

「
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
人
々
の
い
と
も
す
ば
ら
し
き
都
市
の
民
会
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

与
え
る
た
め
の
犠
牲
式
を
と
も
に
行
っ
た
。
（
以
下
略
）
」

ヒ
エ
ラ
ポ
リ
ス
の
民
会
を
（
称
え
た
）
。
彼
ら
は
、
神
聖
な
競
技
と
い
う
贈
物
を

こ
れ
は
三
世
紀
半
ば
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
と
考
え
ら
れ
る
神
聖
な
競
技
の
た
め
の
共
同
犠
牲
式
に
ヒ
エ
ラ
ポ
リ
ス
の
人
々
が
参
加
し
た
こ

と
を
称
え
る
碑
文
で
あ
る
。
ヒ
エ
ラ
ポ
リ
ス
以
外
に
も
、
ケ
レ
タ
パ
、
サ
ル
バ
ケ
の
ア
ポ
ッ
ロ
ニ
ア
、
同
じ
く
サ
ル
バ
ケ
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ア
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

そ
し
て
タ
バ
エ
に
つ
い
て
同
様
の
碑
文
が
確
認
さ
れ
る
。
「
神
聖
な
競
技
と
い
う
贈
物
を
与
え
」
、
そ
し
て
「
犠
牲
式
を
と
も
に
行
っ
」
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
都
市
の
人
々
が
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
を
訪
れ
、
競
技
に
参
加
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
五
市
の
位
置
関
係
を
み

る
と
、
い
ず
れ
も
や
は
り
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
の
近
隣
、
す
な
わ
ち
約
五
〇
キ
ロ
圏
内
に
集
中
し
て
い
る
（
地
図
参
照
）
。
こ
れ
ら
以
外
の
都
市

の
人
々
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
お
け
る
見
世
物
に
は
、
同
市
の
人
々

の
み
な
ら
ず
、
近
隣
他
都
市
の
人
々
も
一
定
数
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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第
二
節
　
他
都
市
の
競
技
祭
を
列
挙
す
る
顕
彰
碑
文
の
検
討

　
で
は
、
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
の
人
々
が
ど
こ
か
他
の
都
市
の
見
世
物
を
訪
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
節
に
お
い
て
検
討
し
た
よ

う
に
、
他
都
市
に
お
け
る
座
席
銘
に
お
い
て
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
人
々
の
存
在
は
確
認
さ
れ
な
い
の
で
、
観
客
と
し
て
の
同
市
民
の
動
向
は

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
市
の
競
技
者
の
動
向
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
同
市
に
お
け
る

「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
の
競
技
者
に
関
す
る
碑
文
の
中
に
は
、
他
都
市
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
他

都
市
に
お
け
る
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
に
参
加
し
、
そ
こ
で
勝
利
を
収
め
た
競
技
者
に
対
す
る
顕
彰
碑
文
で
あ
る
。
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
な
ど
は

古
典
期
の
時
点
で
す
で
に
「
国
際
的
」
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ー
マ
期
に
起
こ
っ
た
「
競
技
祭
の
爆
発
」
に
と
も
な
い
、
参
加
可
能
な
競
技

祭
の
絶
対
数
が
増
大
し
た
結
果
、
二
世
紀
か
ら
三
世
紀
に
か
け
て
、
各
地
で
同
様
の
碑
文
が
建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
以
降
の
議
論
に
お
い
て
重
要
と
な
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
一
例
を
訳
出
し
よ
う
。

王18 （402）

「［

]
議
会
、
民
会
、
長
老
会
、
そ
し
て
若
者
組
が
］
、
マ
ル
コ
ス
・
ア
ウ
レ
リ
オ
ス
・
［
・
・
？
：
・
］
オ
ス
を
［
称
え
た
］
。
い
と
も
す
ば
ら
し
き
彼
は
ア

ル
テ
ミ
ド
ロ
ス
の
息
子
の
ア
ガ
ト
プ
ス
の
息
子
の
テ
イ
モ
ク
レ
ス
の
息
子
で
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
、
ニ
コ
メ
デ
イ
ア
、
ア
ン
キ
ュ
ラ
の
（
市
民
）
、
評
議

員
、
長
距
離
走
者
、
神
聖
な
勝
者
、
ピ
ュ
テ
ィ
ア
祭
の
勝
者
、
ア
ク
テ
イ
ア
祭
の
勝
者
、
他
の
競
技
祭
で
も
彼
は
勝
利
し
、
そ
れ
ら
を
以
下
に
記
す
。
ガ
ラ

テ
ィ
ア
の
ア
ン
キ
ュ
ラ
に
お
け
る
ア
ス
ク
レ
ペ
イ
ア
祭
の
［
：
？
：
・
］
少
年
長
距
離
走
、
ビ
テ
ユ
ニ
ア
の
ハ
ド
リ
ア
ネ
イ
ア
に
お
け
る
、
神
聖
な
ハ
ド

リ
ア
ネ
イ
ア
・
ア
ン
テ
ィ
オ
ネ
イ
ア
祭
の
少
年
長
距
離
走
、
ポ
ン
ト
ゥ
ス
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ア
に
お
け
る
、
ア
ク
テ
ィ
ア
祭
に
等
し
い
、
ハ
ド
リ
ア
ネ
イ
ア
・

ヘ
ラ
ク
レ
イ
ア
祭
の
少
年
長
距
離
走
、
カ
ル
ケ
ド
ン
に
お
け
る
少
年
長
距
離
走
、
続
い
て
、
成
年
長
距
離
走
、
ニ
コ
メ
デ
イ
ア
に
お
け
る
ア
ウ
グ
ス
テ
イ

ア
・
セ
ウ
ェ
レ
イ
ア
祭
の
成
年
長
距
離
走
、
同
日
の
往
復
走
、
武
装
競
走
、
ニ
カ
イ
ア
に
お
け
る
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ア
祭
の
成
年
長
距
離
走
、
ポ
ン
ト
ゥ
ス
の

ヘ
ラ
ク
レ
イ
ア
に
お
け
る
、
ア
ク
テ
ィ
ア
祭
に
等
し
い
、
ハ
ド
リ
ア
ネ
イ
ア
・
へ
・
ラ
ク
レ
イ
ア
祭
の
成
年
長
距
離
走
、
同
日
の
武
装
競
走
、
ニ
カ
イ
ア
に
お



ローマ元首政期小アジアにおける見世物と都市（増永）

　　　　　　　　　　　　　　表　碑文における競技祭への言及

表一：アフロディシアス　　　　表二：属州アシア　　　　　表三　属州アカイア

属州名・地域名 数 割合

イタリア以西 0 0．0％

イタリア半島 1 L5％

アカイア 2 3．0％

マケドニア 1 1．5％

トラキア 0 0．0％

エーゲ海島襖 0 0．0％

キュプロス 0 0．0％

クレタ・キュレナイカ 0 0．0％

アシア 20 30．3％

ビテユニア・ポントウス 10 15．2％

リュキア・パンフユリア 0 0．0％

ガラテイア 3 4．5％

カッパドキア 2 3．0％

キリキア 3 4．5％

アエギュプトス 1 1．5％

シュりア 12 18．2％

アラビア 2 3，096

不　明 9 13．6％

総　数 66 100．0％

属州名・地域名 数 額合

イタリア以西 1 0．4％

イタリア半鵬 18 7．0％

アカイア 80 31．1％

マケドニア 11 4．3％

トラキァ 0 0．0％

エーゲ海島嬢 0 0．0％

キュプロス 0 0．0％

クレタ・キュレナイカ 1 0．4％

アシア 104 40．5％

ビテユニア・ポントゥス 3 1．2％

リュキア・バンフユリア 1 0．4％

ガラテイア ユ 0．4％

カッパドキア 3 1．2％

キリキア 4 1．6％

アエギュプトス 4 1，696

シュリア 4 1．6％

アラビア 0 0．0％

不　明 22 8．6％

総　数 257 1GO．0％

属州名・地域名 数 割合

イタリア以西 0 0．0％

イタリア半島 11 9．4％

アカイア 46 39．3％

マケドニア 4 3．4％

トラキア 3 2，696

エーゲ海酷喚 0 0，096

キュプロス 0 0．0％

クレタ・キュレナイカ 0 0，096

アシア 32 27．4％

ビテユニア・ポントウス 4 3．4％

リュキア・パンフユリア 2 1．7％

ガラテイア 2 1．7％

カッパドキア 0 0．0％

キリキア 3 2．6％

アエギュプトス 0 0．0％

シュリア 8 6．8％

アラビア 0 0．0％

不　明 2 1．7％

総　数 l17 100，096

※　属望名については，原則原語表記としたがt属州ではない地域，あるいはどの三州に含まれる
　　か不明のものについては現代語表記とした。

※※　属州アシア：イアソス，エフェソス，コス，サルディス，スミュルナ，ディデュマ，トラッ

　　　レス，ハリカルナッソス，フィラデルフィアtペルガモン，マグネシア（シピュロス，マイ

　　　アンドロス），ミレトス，ラオディケイア

※※※　属州アカイア：アテナイ，エピダウロス，デルフォイ，メガラ

が
先
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
　
m

る
が
、
そ
の
中
で
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス

（403）

ア
ン
キ
ュ
ラ
の
市
七
巡
を
保
持
し
て
い

デ
イ
シ
ア
ス
以
外
に
、
ニ
コ
メ
デ
イ
ア
、

挙
さ
れ
て
い
る
。
被
顕
彰
者
は
ア
フ
ロ

卑
し
、
勝
利
を
収
め
た
競
技
祭
名
が
列

の
略
歴
が
記
さ
れ
、
残
り
に
は
彼
が
参

ス
・
［
・
・
？
：
・
］
オ
ス
な
る
人
物

彰
者
で
あ
る
マ
ル
コ
ス
・
ア
ウ
レ
リ
オ

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
上
で
、
被
顕

会
、
そ
し
て
若
者
組
」
に
よ
る
決
議
で

で
は
あ
る
が
「
評
議
会
、
民
会
、
長
老

訳
出
し
た
史
料
の
冒
頭
に
は
、
復
元

ア
・
コ
イ
ノ
ン
の
祝
祭
の
成
年
長
距
離

　
　
　
　
⑬

走
。
（
以
下
略
）
」

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
、
ア
シ

離
走
、
同
日
の
往
復
走
、
武
装
競
走
、

け
る
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ア
祭
の
成
年
長
距



て
こ
の
碑
文
そ
の
も
の
が
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
に
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
は
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
人
物
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
同
市
に
お
け
る
類
似
史
料
は
、
訳
出
し
た
も
の
以
外
に
五
点
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
五
点
に
は
、
訳
出
し
た
史
料
の
よ
う

に
競
技
者
の
市
民
権
は
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
彼
ら
が
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
市
民
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
史
料
は
す
べ
て
二
世
紀
か
ら
三
世
紀
に
属
す
る
。

　
さ
て
、
訳
出
し
た
も
の
を
含
め
た
計
六
点
の
碑
文
に
は
、
い
か
な
る
競
技
祭
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
そ
の
地
理
的
分
布
を

整
理
し
よ
う
。
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
に
お
け
る
関
連
史
料
で
言
及
さ
れ
て
い
る
競
技
祭
を
地
域
ご
と
に
分
類
し
た
の
が
心
心
で
あ
る
。
範
囲
と

し
て
は
、
西
は
イ
タ
リ
ア
半
島
か
ら
東
は
ア
ラ
ビ
ア
や
シ
ュ
リ
ア
地
方
と
幅
広
い
が
、
同
市
が
属
す
る
砂
州
ア
シ
ア
の
競
技
祭
へ
の
言
及
が
六

六
例
中
二
〇
例
（
三
〇
％
）
と
最
も
多
く
、
際
立
っ
て
い
る
。
果
た
し
て
こ
れ
は
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
特
有
の
傾
向
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
が
属
す
る
属
州
ア
シ
ア
、
お
よ
び
遠
州
ア
カ
イ
ア
で
出
土
し
て
い
る
、
複
数
の
競
技
祭
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
勝
利
を
伝
え
る
碑
文
か
ら
抽
出
し
た
デ
ー
タ
と
比
較
を
行
う
（
表
二
、
表
三
）
。
属
州
ア
カ
イ
ア
の
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
の
は
、
ア
シ
ア
に
次

い
で
史
料
状
況
が
良
い
上
に
、
ア
シ
ア
同
様
、
多
く
の
競
技
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
た
地
域
で
あ
る
た
め
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
デ
ー
タ
を
よ

り
広
範
な
ギ
リ
シ
ア
世
界
の
文
脈
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
属
州
全
体
の
デ
ー
タ
を
算
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
各
都

市
の
競
技
者
が
勝
利
し
た
と
さ
れ
る
競
技
祭
を
一
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。
同
じ
都
市
に
複
数
の
競
技
者
が
存
在
し
、
同
～
競
技
祭
が
言

及
さ
れ
て
い
る
場
合
、
全
体
の
デ
ー
タ
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
、
重
複
し
た
分
を
区
別
し
て
は
い
な
い
。
検
討
し
た
史
料

の
年
代
は
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
同
様
、
二
世
紀
か
ら
三
世
紀
に
集
中
し
て
い
る
が
、
史
料
の
数
に
関
し
て
、
ア
シ
ア
と
ア
カ
イ
ア
と
で
は
前
者

が
二
四
点
、
後
者
が
五
点
と
か
な
り
の
偏
向
が
あ
る
点
は
断
っ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
豊
州
ア
シ
ア
の
中
に
は
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
を
含
め
て

い
な
い
。
同
市
の
特
徴
に
よ
る
相
殺
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
表
二
、
表
三
を
そ
れ
ぞ
れ
み
て
み
よ
う
。
総
州
ア
シ
ア
に
関
す
る

表
二
に
お
い
て
、
最
も
大
き
な
割
合
を
示
し
て
い
る
の
は
、
自
豊
州
で
あ
る
ア
シ
ア
の
競
技
祭
で
あ
る
。
次
に
多
い
の
が
ア
カ
イ
ア
で
あ
り
、

こ
れ
ら
二
地
域
で
全
体
の
お
よ
そ
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
属
州
ア
カ
イ
ア
の
表
三
で
は
、
自
属
州
で
あ
る
ア
カ
イ
ア
が
最
多
で
あ
り
、
ア
シ
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ア
が
そ
れ
に
続
く
。
岡
三
に
お
い
て
も
、
ア
カ
イ
ア
と
ア
シ
ア
だ
け
で
全
体
の
七
〇
％
近
く
を
占
め
て
い
る
。
一
一
つ
の
表
に
共
通
し
て
、
自
属

州
の
競
技
祭
へ
の
一
言
及
が
多
数
を
占
め
る
の
は
、
単
に
近
い
と
い
う
地
理
的
要
因
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
移

動
の
利
便
性
と
い
う
制
約
を
超
え
て
、
ア
シ
ア
で
は
ア
カ
イ
ア
、
ア
カ
イ
ア
で
は
ア
シ
ア
が
一
定
数
を
占
め
い
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

こ
の
結
果
は
、
碑
文
の
残
存
状
況
に
依
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
シ
ア
、
ア
カ
イ
ア
そ
れ
ぞ
れ
の
属
州
の
都
市
は
、
自
属

州
の
み
な
ら
ず
、
互
い
の
属
州
に
お
け
る
競
技
祭
に
も
意
識
を
向
け
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
こ
の
結
果
と
表
一
を
比
較
す
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
自
警
州
の
競
技
祭
へ
の
雷
及
が
最
多
で
あ
る
点
は
、
表
二
、
表
三
の
傾
向
と

一
致
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
で
は
、
シ
ュ
リ
ア
、
ビ
テ
ユ
ニ
ア
・
ポ
ン
ト
ゥ
ス
が
次
に
多
く
、
ア
カ
イ
ア
は
全
体
の
わ

ず
か
三
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
傾
向
も
、
史
料
状
況
に
由
来
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
現
存
の
史
料
に
基
づ
く
限
り
、
ア
カ
イ
ア
の
少
な
さ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

無
視
で
き
な
い
。
シ
ュ
リ
ア
へ
の
奮
及
が
多
い
理
由
を
現
存
史
料
か
ら
実
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
シ
ュ
リ
ア
以
外
の
デ
ー
タ
か
ら
は
、

ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
が
、
自
ら
が
属
す
る
ア
シ
ア
、
お
よ
び
そ
こ
に
隣
接
す
る
ビ
テ
ユ
ニ
ア
・
ポ
ン
ト
ゥ
ス
と
い
う
比
較
的
近
隣
の
地
域
で
の

競
技
祭
に
敢
え
て
言
及
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
三
節
　
　
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
と
都
市
間
競
争

　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
前
節
冒
頭
に
お
い
て
訳
出
し
た
よ
う
な
競
技
者
へ
の
顕
彰
碑
文
に
お
け
る
競
技
祭
の
列
挙
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
一
例
を
除
く
計
五
点
の
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
お
け
る
史
料
に
関
し
て
は
、
復
元
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
競
技
者
へ
の
顕
彰
が
、
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

議
会
、
お
よ
び
民
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ロ
ー
マ
期
の
ギ
リ
シ
ア
都
市
に
お
け
る
民
会
が
果
た
し
た
機
能
に
つ
い
て

は
、
近
年
、
議
論
が
盛
ん
で
あ
る
。
一
般
に
形
骸
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
ロ
ー
マ
期
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
都
市
の
民
会
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

当
該
期
に
お
い
て
も
十
分
に
機
能
し
て
お
り
、
都
市
の
問
題
解
決
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

エ
フ
ェ
ソ
ス
市
民
で
あ
る
ウ
ェ
デ
ィ
オ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ノ
ス
の
恵
与
行
為
を
め
ぐ
る
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
・
ピ
ウ
ス
帝
か
ら
の
手
紙
を
記
し
た
碑
文
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⑲

に
は
、
建
築
物
を
都
市
に
提
供
し
よ
う
と
す
る
ウ
ェ
デ
ィ
オ
ス
と
見
世
物
を
所
望
す
る
民
会
と
の
対
立
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
、

オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
の
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
に
関
す
る
碑
文
で
は
、
競
技
祭
創
設
を
め
ぐ
っ
て
、
彼
と
民
会
と
の
聞
で
年
単
位
の
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
民
会
が
ど
の
程
度
機
能
し
て
い
た
か
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
別
途
検
討
が
必
要
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
評
議
会
、

お
よ
び
民
会
に
よ
る
決
定
事
項
は
、
都
市
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
競
技
者
に
対
す
る

顕
彰
の
主
体
は
都
市
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
近
年
、
小
ア
ジ
ア
北
西
部
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
・
ト
ロ
ア
ス
で
発
見
さ
れ
た
、
ハ
ド
リ

ア
ヌ
ス
帝
の
手
紙
を
刻
ん
だ
碑
文
に
は
、
勝
利
を
収
め
た
競
技
者
に
は
、
観
衆
が
見
守
る
中
で
す
ぐ
さ
ま
報
奨
が
授
与
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
そ
の
報
奨
は
穀
物
や
ブ
ド
ウ
酒
で
は
な
く
、
金
銭
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
不
特
定
多
数
の
都
市
に
対
し
て
勧
告
す
る
箇
所
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
こ
か
ら
も
、
競
技
者
に
対
す
る
報
奨
、
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
と
考
え
ら
れ
る
名
誉
は
、
観
衆
に
よ
る
視
認
を
経
た
上
で
、
最
終
的
に
都

市
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
列
挙
さ
れ
て
い
る
競
技
祭
に
お
い
て
、
被
顕
彰
者
が
勝
利
を
収
め
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
碑
文
に
都
市
の
意

向
が
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
、
碑
文
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
競
技
祭
は
、
少
な
く
と
も
都
市
側
に
よ
っ

て
記
す
に
値
す
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
一
章
第
二
節
で
若
干
触
れ
た
よ
う
に
、
元
首
政
期
の
小
ア
ジ
ア
で
は
都
市
間
競
争
が
苛
烈
を
極
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
小
ア
ジ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
諸
都
市
は
様
々
な
手
段
に
よ
っ
て
、
領
土
、
都
市
の
称
号
、
そ
し
て
ロ
ー
マ
か
ら
与
え
ら
れ
る
諸
特
権
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
競
っ
て
い
た
。

実
際
、
こ
の
都
市
間
競
争
は
皇
帝
を
巻
き
込
む
ほ
ど
重
大
な
社
会
現
象
で
あ
っ
た
。
エ
フ
ェ
ソ
ス
に
宛
て
ら
れ
た
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
・
ピ
ウ
ス
帝

の
手
紙
か
ら
は
、
都
市
の
称
号
を
め
ぐ
る
エ
フ
ェ
ソ
ス
と
ペ
ル
ガ
モ
ン
の
競
争
に
対
し
て
、
皇
帝
に
意
見
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取

　
⑬

れ
る
。
勲
章
ア
シ
ァ
、
お
よ
び
ビ
テ
ユ
ニ
ア
・
ポ
ン
ト
ゥ
ス
西
部
を
中
心
に
、
当
地
域
に
お
け
る
領
土
、
お
よ
び
都
市
の
称
号
を
め
ぐ
る
争
い

を
分
析
し
た
A
・
エ
レ
ー
ル
は
、
か
か
る
状
況
を
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
よ
り
継
続
す
る
特
質
と
し
て
位
置
づ
け
、
都
市
間
関
係
を
規
定
す
る
も
の
と
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⑭

し
て
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
も
小
ア
ジ
ア
に
お
け
る
都
市
間
競
争
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
史
料
的
に
推
察
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
第
一
章
第
三
節
で

す
で
に
言
及
し
た
「
ア
ー
カ
イ
ヴ
壁
」
に
は
、
共
和
政
末
以
来
の
ロ
ー
マ
と
の
関
係
を
示
す
文
書
、
特
に
皇
帝
か
ら
の
手
紙
が
数
多
く
刻
ま
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
碑
文
群
を
文
墨
通
り
「
ア
ー
カ
イ
ヴ
」
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
A
・
カ
ニ
オ
テ
ィ
ス
に
よ

る
と
、
こ
の
壁
に
刻
ま
れ
た
文
書
は
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
が
意
図
的
に
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
壁
の
文
書
の
中
に
は
同

布
と
ロ
ー
マ
の
直
接
的
関
係
を
示
す
も
の
の
み
な
ら
ず
、
エ
フ
ェ
ソ
ス
や
ス
ミ
ュ
ル
ナ
と
い
っ
た
他
都
市
に
宛
て
ら
れ
た
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ス
の
特
権
を
示
唆
す
る
皇
帝
の
手
紙
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
他
都
市
に
比
し
て
自
ら
の
都
市
を

よ
く
見
せ
よ
う
と
す
る
競
争
意
識
が
は
た
ら
い
て
い
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
も
都
市
間
競
争
と
い
う
地
域
的
文
脈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
属
し
て
い
た
と
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
競
技
祭
の
列
挙
に
関
し
て
、
都
市
側
が
記
す
に
値
す
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
も
加
わ
っ
た

都
市
間
競
争
と
い
う
地
域
的
文
脈
、
そ
し
て
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
で
は
属
州
ア
シ
ア
、
ビ
テ
ユ
ニ
ア
・
ポ
ン
ト
ゥ

ス
に
代
表
さ
れ
る
小
ア
ジ
ア
の
競
技
祭
へ
主
に
意
識
が
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
同
市
に
お
け
る
複
数
の
競
技
祭
を
列
挙

し
た
顕
彰
碑
文
は
、
少
な
く
と
も
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
の
競
技
者
に
関
し
て
、
都
市
の
人
的
資
源
の
豊
か
さ
を
他
都
市
に
示
す
こ
と
を
意
図

し
て
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
優
れ
た
競
技
者
と
い
う
人
的
資
源
は
都
市
に
名
誉
を
も
た
ら
し
う
る
存
在
で
あ
っ
た
。
現
に
、
ア
フ
ロ
デ

ィ
シ
ア
ス
出
土
の
、
競
技
者
へ
の
顕
彰
碑
文
に
お
い
て
は
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
競
技
祭
名
の
間
に
、
「
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
第
一
人
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

記
巳
さ
く
》
も
℃
＆
艶
q
誌
ミ
」
と
い
う
語
が
何
度
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
被
顕
彰
者
が
同
市
の
市
民
権
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
は
碑
文
の

文
面
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
彼
が
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
と
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
競
技
祭
の
勝
者
に
対
し
て
、
評
議
会
へ
の
加
入
を
認
め
る
顕
彰
碑
文
も
同
市
に
お
い
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
顕
彰
さ
れ

た
競
技
者
が
評
議
員
と
し
て
、
都
市
の
有
力
者
集
団
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
競
技
者
自
身
に
対
す
る
名
誉
の
付
与
と
い
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⑳

う
側
面
は
存
在
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
彼
ら
の
名
誉
は
都
市
の
名
誉
に
読
み
替
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
本
章
第
へ
節
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
で
開
催
さ
れ
た
何
ら
か
の
見
世
物
に
は
、
複
数
の
近
隣
他
都
市
の
人
々
が
少
な

く
と
も
観
客
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
加
え
て
、
～
例
の
み
で
は
あ
る
が
、
ア
テ
ナ
イ
出
土
の
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
の
競
技
者
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

顕
彰
碑
文
に
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
競
技
祭
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
競
技
者
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
他
都
市
の
人
々
が
あ
る
程
度
ア
フ
ロ

デ
ィ
シ
ア
ス
を
訪
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
以
上
の
よ
う
な
人
々
に
対
し
て
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
は
、

競
技
祭
を
列
挙
し
た
顕
彰
碑
文
を
も
っ
て
、
競
技
者
に
付
随
す
る
都
市
の
名
声
を
ア
ピ
ー
ル
し
ょ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
共
同
体
内
外
の
重
々
が
集
う
と
い
う
見
世
物
の
性
質
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
優
れ
た
競
技
者
と
い
う
人
的
資
源
の
誇
示
が
結
果
的
に
都
市
の

名
声
に
結
び
つ
く
と
い
う
点
で
、
彼
ら
へ
の
顕
彰
碑
文
を
建
立
す
る
こ
と
、
と
り
わ
け
そ
の
中
で
彼
ら
が
勝
利
し
た
他
都
市
で
の
競
技
祭
を
列

挙
す
る
こ
と
は
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
検
討
結
果
か
ら
、
少
な
く
と
も
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
お
け
る
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
は
、

都
市
間
競
争
の
一
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

①
座
席
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N
）
二
〇
．
G
。
G
。
（
沁
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≦
2
）
．
「
共
同
体
」
　
ミ
專
ミ
◎
N
同
月
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閃
。
≦

　
○
）
口
O
」
一
（
菊
。
毛
躍
）
藁
ρ
鱒
刈
（
ヵ
。
≦
鴫
）
口
ρ
じ
。
ゆ
（
閃
。
≦
O
D
）
篇
ρ
ω
O

　
（
潟
。
≦
国
）
・

⑤
Q
ζ
．
＜
撃
蚤
h
↓
譜
9
§
§
、
、
職
庶
㍗
爵
迄
ミ
N
ミ
濠
旨
S
牌
§
嵩
§
§

　
肉
◎
ミ
§
恒
肉
鳥
匁
〉
ヨ
ω
譜
H
山
鋤
旨
レ
⑩
Φ
N
灼
．
b
o
ω
課

⑥
＜
磐
三
儀
ロ
O
鶏
］
も
℃
』
G
。
傘
N
ω
P
エ
フ
ェ
ソ
ス
の
劇
場
に
お
け
る
銀
細
工
師

　
の
暴
動
に
つ
い
て
は
、
冨
ら
冴
鋒
卜
。
ω
ム
H
を
参
照
の
こ
と
。
．

⑦
菊
。
器
。
幕
ロ
8
ω
］
も
．
誌
｝
．

⑧
現
在
確
認
さ
れ
る
の
は
』
き
ミ
ミ
禽
零
の
み
で
あ
る
。

⑨
「
ミ
レ
ト
ス
」
に
関
し
て
は
、
「
ミ
ロ
ン
（
人
名
）
の
場
所
」
と
い
う
読
み
の

　
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。

⑩
菊
。
器
。
幕
湯
8
ω
］
も
．
0
9

⑪
画
家
題
O
N
蜀
8
9
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⑫
鑓
導
吋
S
N
蜀
Φ
卜
。
合
紹
？
露
Φ
■
同
様
の
碑
文
で
、
地
名
が
不
明
な
も
の
と
し

　
て
蝕
薯
吋
8
N
轟
ゆ
ω
O
が
あ
る
。

⑬
鑓
導
題
O
N
藁
b
。
窃

⑭
決
慧
鎗
ミ
｝
．
｝
。
。
“
。
篇
P
出
鼻
為
一
ど
謡
①
　
O
b
。
ρ

⑮
参
照
し
た
史
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
属
州
ア
シ
ァ
一
鑓
O
㎝
①
…
α
。
。
よ
ト
。
一

　
①
刈
－
刈
ご
刈
麟
－
刈
丸
刈
刈
－
刈
Q
。
　
Q
Q
b
o
…
O
Q
舟
』
§
、
N
題
8
＝
ω
O
∴
誌
b
⊃
一
δ
0
9
一
曾
ご

　
｝
①
鵠
篇
①
窃
一
』
⑦
ミ
ヒ
ミ
ミ
①
①
b
。
…
S
↓
ミ
§
傍
＝
○
。
■
属
州
ア
カ
イ
ア
　
臣
O
⊆
月
曾

　
O
Q
搾
O
Q
刈
1
0
◎
O
Q
一
Φ
O
．

⑯
一
部
の
碑
文
の
年
代
は
三
世
紀
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
ち
ょ
う
ど
、
エ
ラ

　
ガ
バ
ル
ス
帝
や
セ
ウ
ェ
ル
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
帝
の
よ
う
に
シ
ュ
リ
ア
出
身
の

　
皇
帝
が
出
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
地
方
出
身
の
皇
帝
を
意
識
し
て
、
ア
フ
ロ

　
デ
ィ
シ
ア
ス
の
競
技
者
は
シ
ュ
リ
ア
地
方
も
活
動
の
範
囲
に
入
れ
て
い
た
と
も
考

　
え
ら
れ
る
。
実
際
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
は
セ
ウ
ェ
ル
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
帝

　
と
文
書
の
や
り
取
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
蝕
薯
始
q
◎
N
Q
。
■
㊤
Φ
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
点
を
確
証
す
る
に
は
史
料
に
乏
し
く
、
推
測
の
域
を
出

　
な
い
。

⑰
白
血
始
◎
O
N
縁
日
。
8
は
、
競
技
祭
へ
の
言
及
が
な
い
競
技
者
へ
の
顕
彰
碑
文

　
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
復
元
に
依
ら
ず
、
完
全
な
か
た
ち
で
評
議
会
、
お
よ
び
民

　
会
が
顕
彰
の
主
体
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑱
近
年
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
O
．
u
d
夏
陰
N
層
．
．
い
鋤
三
⑦
叡
ヨ
。
。
暴
け
置
話
α
き
ω

　
δ
ω
9
蒜
ω
讐
Φ
o
ρ
¢
Φ
。
。
節
一
．
Φ
ロ
o
ρ
¢
Φ
一
ヨ
ロ
Φ
甑
既
Φ
「
o
ヨ
黛
。
一
5
Φ
一
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け
Φ
ω
匹
①
冨
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ω

　
①
け
O
甑
Φ
簿
曽
口
O
冨
ω
α
①
冨
お
O
び
興
O
ロ
Φ
．
．
暫
↓
9
鼠
｝
c
◎
山
（
N
O
一
ω
）
、
O
P
ω
①
圃
1
ω
Φ
O
を

　
参
照
さ
れ
た
い
。
民
会
の
機
能
を
評
価
す
る
際
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
注
目

　
さ
れ
て
い
る
の
が
∪
陣
o
O
ξ
誘
．
0
3
卸
b
。
心
山
①
で
あ
る
。
内
容
は
デ
イ
オ
ン
・

　
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
に
よ
る
創
作
で
あ
る
が
、
活
気
あ
る
民
会
の
様
子
が
描
写
さ

　
れ
て
お
り
、
当
時
の
現
実
を
少
な
か
ら
ず
反
映
し
て
い
る
も
の
と
し
て
再
評
価
さ

　
れ
て
い
る
。

⑲
S
導
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⑳
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・
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．
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①
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冒
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①
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第
三
章
　
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
見
世
物
に
お
け
る
ロ
ー
マ
の
要
素
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第
一
節
　
　
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
と
ロ
ー
マ
中
央

　
た
と
え
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
が
都
市
間
競
争
の
一
手
段
と
し
て
の
重
要
性
を
有
す
る
と
し
て
も
、
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

そ
れ
は
小
ア
ジ
ア
と
い
う
地
域
内
部
で
の
み
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
に
対
す
る
、
皇
帝
や
ロ
ー
マ
布
当

局
と
い
っ
た
ロ
ー
マ
中
央
の
関
与
に
加
え
、
見
世
物
そ
の
も
の
に
関
し
て
も
、
剣
闘
士
競
技
に
代
表
さ
れ
る
「
ロ
ー
マ
風
競
技
」
が
「
ギ
リ
シ

ア
風
競
技
」
に
並
行
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
、
見
世
物
と
し
て
の
両
競
技
の
関
係
性
を
明
ら
か
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

本
節
で
は
ま
ず
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
に
み
ら
れ
る
ロ
ー
マ
中
央
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
要
素
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　
第
一
に
、
前
章
第
二
節
で
扱
っ
た
、
他
都
市
の
競
技
祭
を
列
挙
す
る
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
競
技
者
に
対
す
る
顕
彰
碑
文
で
、
ロ
ー
マ
市
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

け
る
カ
ピ
ト
リ
ア
・
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
以
外
で
は
、
＝
二
の
小
ア
ジ
ア
都
市
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

け
る
史
料
が
同
じ
く
ロ
ー
マ
市
に
お
け
る
競
技
祭
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
カ
ピ
ト
リ
ア
・
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
は
、
ド
ミ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

後
九
六
年
に
初
め
て
ロ
ー
マ
市
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
的
な
運
動
競
技
そ
の
も
の
は
、
ロ
ー
マ
市
に
お
い
て
さ
ほ
ど
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

気
を
博
さ
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、
ギ
リ
シ
ア
人
競
技
者
に
と
っ
て
の
活
動
範
囲
に
ロ
ー
マ
市
も
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
こ
れ
は
示
し
て
い
る
。

　
ロ
ー
マ
市
に
お
け
る
競
技
祭
に
加
え
て
、
「
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ア
祭
」
「
ハ
ド
リ
ア
ネ
イ
ア
祭
」
な
ど
の
よ
う
に
、
皇
帝
の
名
を
冠
す
る
競
技
祭

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。
多
く
の
ギ
リ
シ
ア
都
市
は
、
二
世
紀
か
ら
三
世
紀
に
か
け
て
、
皇
帝
の
許
可
を
も
と
に
競
技
祭
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

創
設
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
競
技
祭
の
権
威
づ
け
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
の
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
に
よ
る
競
技
祭
創
設
も
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

名
称
に
皇
帝
の
名
は
付
属
し
て
い
な
い
も
の
の
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
の
認
可
に
よ
っ
て
そ
の
創
設
が
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
事
実
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
も
「
大
ゴ
ル
デ
ィ
ア
ネ
イ
ア
・
ア
ッ
タ
レ
ア
祭
」
と
い
う
競
技
祭
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
皇
帝
ゴ
ル
デ
ィ



ア
ヌ
ス
三
世
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
実
に
ど
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
競
技
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

創
設
に
伴
う
皇
帝
の
許
可
は
必
ず
し
も
要
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
出
土
の
碑
文
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

シ
ア
風
競
技
」
の
中
で
も
よ
り
格
の
高
い
「
神
聖
な
冠
付
競
技
」
を
創
設
す
る
際
、
多
く
の
場
合
、
皇
帝
の
許
可
を
要
し
て
い
た
。

　
こ
の
他
、
よ
り
直
接
的
な
ロ
ー
マ
中
央
と
の
関
わ
り
は
、
運
動
競
技
組
合
、
お
よ
び
皇
帝
自
身
に
よ
る
競
技
者
へ
の
顕
彰
で
あ
る
。
以
下
に

そ
の
一
例
を
訳
出
し
よ
う
。
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「
神
聖
な
運
動
競
技
者
の
今
夏
な
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
巡
回
組
合
、
［
ヘ
ラ
ク
レ
ス
］
を
奉
ず
る
全
國
運
動
競
技
組
合
、
そ
し
て
イ
ン
ペ
ラ
ト
ル
・
カ
エ
サ

ル
・
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
・
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
・
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
決
議
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
布
告
が
、
い
と
も
神
聖
な
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア

ス
の
評
議
会
と
昆
会
に
送
ら
れ
る
べ
き
こ
と
。
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
の
息
子
、
カ
ッ
リ
ク
ラ
テ
ス
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
出
身
、
パ
ン
ク
ラ
テ
ィ
オ
ン
競
技
者
、

神
聖
な
勝
者
、
［
多
く
の
］
（
競
技
で
の
）
勝
者
は
、
い
と
も
若
き
こ
ろ
よ
り
徳
の
道
へ
と
向
か
っ
た
。
彼
が
汗
と
労
苦
に
よ
っ
て
、
立
派
な
評
判
を
得
て
、

そ
し
て
そ
の
辛
労
に
よ
っ
て
得
た
完
全
な
知
恵
の
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
入
か
ら
［
尊
敬
を
？
］
集
め
た
。
（
中
略
）
ア
シ
ア
の
大
都
市
エ
フ
ェ
ソ
ス

に
お
い
て
、
カ
ッ
リ
ク
ラ
テ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
碑
文
つ
き
の
顕
彰
像
を
も
っ
て
な
し
た
よ
う
に
、
こ
の
痛
告
を
通
し
て
、
そ
の
避
け
ら
れ
な
い
運
命
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

魂
へ
の
負
担
と
い
う
点
で
、
優
美
な
る
名
誉
の
贈
り
物
が
、
私
た
ち
の
面
罵
の
競
技
者
を
慰
め
る
た
め
に
。
」

例
え
ば
、
右
の
史
料
の
冒
頭
に
お
い
て
、
二
つ
の
運
動
競
技
組
合
と
皇
帝
と
が
連
名
で
決
議
を
な
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
下
に

ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
出
身
の
競
技
者
へ
の
顕
彰
の
言
葉
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
「
神
聖
な
運
動
競
技
者
の
着
用
な
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
巡

回
組
合
」
「
［
ヘ
ラ
ク
レ
ス
］
を
奉
ず
る
全
国
運
動
競
技
組
合
」
の
他
に
も
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
か
ら
は
「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
を
奉
ず
る
神
聖
な
巡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

回
運
動
競
技
組
合
」
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
を
奉
ず
る
神
聖
な
全
国
組
合
」
と
い
っ
た
組
合
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
組
合
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

他
の
都
市
か
ら
確
認
さ
れ
る
も
の
を
み
て
も
実
に
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
組
合
の
性
質
に
つ
い
て
の
理
解
は
い
っ
そ
う
困
難
な
も
の

127 （411）



　
　
　
　
　
⑫

と
な
っ
て
い
る
。

　
ロ
ー
マ
の
東
方
進
出
以
前
か
ら
、
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
芸
人
団
」
と
い
っ
た
組
合
が
す
で
に
ギ
リ
シ
ア
世
界
に
存
在
し
て
い
た
が
、
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

組
合
と
ロ
ー
マ
申
央
と
の
関
係
が
本
格
化
す
る
の
は
紀
元
一
世
紀
半
ば
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
帝
国
で
あ
っ
た
。
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
今
期
、
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
・
ピ
ウ
ス
帝
期
に
な
る
と
、
全
国
運
動
競
技
組
合
の
本
部
が
ロ
ー
マ
市
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
A
・

ア
ネ
ツ
ィ
リ
は
、
か
か
る
組
合
が
民
会
や
評
議
会
と
い
っ
た
都
市
の
組
織
と
合
同
し
て
競
技
者
を
顕
彰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
く
つ
か
の
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

リ
シ
ア
都
市
は
常
設
の
組
合
を
抱
え
て
い
た
の
で
は
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
推
定
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、
以
上
の
よ
う
な
組
合
が
都
布
と

ロ
ー
マ
申
央
を
媒
介
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
前
章
第
三
節
で
書
及
し
た
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
・
ト
ロ
ア
ス
出
土

の
碑
文
に
刻
ま
れ
た
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
の
手
紙
は
、
運
動
競
技
組
合
に
宛
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
競
技
に
関
す
る
規
定
や
競
技
祭
の
周
期

に
つ
い
て
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
か
る
組
合
が
皇
帝
の
意
向
を
都
市
側
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
想

定
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ロ
ー
マ
中
央
と
都
市
を
媒
介
す
る
は
た
ら
き
の
～
環
と
し
て
、
組
合
は
競
技
祭
創
設
の
許
可
、
お
よ
び
競
技
者
の
顕

彰
を
皇
帝
に
求
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ネ
ツ
イ
リ
自
身
も
認
め
る
よ
う
に
、
競
技
組
合
の
活
動
内
容
に
関
す
る
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

態
は
依
然
不
明
瞭
な
部
分
が
多
い
。
組
合
活
動
の
実
態
が
解
明
さ
れ
な
い
限
り
、
組
合
の
本
部
が
ロ
ー
マ
市
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
時
の
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
は
ロ
ー
マ
市
や
皇
帝
を
大
い
に
巻
き
込
む
か
た

ち
で
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
先
行
研
究
は
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
皇
帝
崇
拝
の
一
環
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
権
力
を
前
に
し
た
ギ
リ
シ
ア
人
の
反
応
と
し
て
理
解
し

　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

て
き
た
。
中
に
は
、
こ
れ
を
ロ
ー
マ
に
対
す
る
忠
誠
の
証
拠
と
み
る
需
要
者
も
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
皇
帝
崇
拝
が
ギ
リ
シ
ア
人
の
側
か

ら
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
に
お
い
て
ロ
ー
マ
中
央
と
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
都
市
の
安
全
保
障
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

目
的
に
、
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
が
ロ
ー
マ
の
支
配
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
　
面
的

な
理
解
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
は
二
世
紀
か
ら
三
世
紀
に
か
け
て
、
共
和
政
期
末
ま
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で
に
さ
か
の
ぼ
る
、
ロ
ー
マ
中
央
と
の
や
り
取
り
を
改
め
て
刻
字
し
た
「
ア
ー
カ
イ
ヴ
壁
」
を
劇
場
に
設
置
し
た
。
A
・
カ
ニ
オ
テ
ィ
ス
に
従

う
な
ら
ば
、
こ
こ
に
刻
ま
れ
た
文
書
は
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
選
択
の
結
果
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
中
央
よ
り
付
与
さ
れ
た
特
権
な
ど
を
他
都
市
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
点
で
、
都
市
の
競
争
意
識
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
1
マ
中
央
と
の
特

権
的
関
係
は
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
と
っ
て
都
市
間
競
争
に
資
す
る
も
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
見
解
に
基
づ
け
ば
、
「
ギ
リ
シ
ア
風

競
技
」
に
お
け
る
ロ
ー
マ
中
央
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
要
素
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
皇
帝
、

お
よ
び
運
動
競
技
組
合
に
よ
る
競
技
者
の
顕
彰
は
、
ロ
ー
マ
中
央
と
の
特
権
的
関
係
を
直
接
的
に
示
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ
市
に
お
け
る
競
技
祭
、

そ
し
て
皇
帝
の
名
を
冠
す
る
競
技
祭
へ
の
参
加
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
碑
文
に
刻
む
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
の
特
権
で
あ
る
か
を
言
明
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
ロ
ー
マ
中
央
と
の
何
ら
か
の
関
係
を
示
唆
す
る
こ
と
自
体
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
も
他
都
市
に
対
す
る

ア
ピ
ー
ル
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
そ
の
も
の
が
都
市
間
競
争
に
寄
与
す
る
側
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
前
章
で
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
上
、
ア

フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
に
限
れ
ば
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
に
関
し
て
、
ロ
ー
マ
中
央
と
の
義
務
的
な
関
係
は
看
取
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
競

技
に
お
け
る
ロ
ー
マ
中
央
と
の
関
係
は
す
べ
て
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
よ
る
選
択
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
競
技
が
都
市
間
競
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
一
手
段
で
あ
る
と
の
見
方
は
、
す
で
に
S
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
同
競
技
に
お
け
る
ロ
ー
マ
の
要
素
は
、
支
配
者
た
る
ロ
ー

マ
、
そ
し
て
そ
れ
に
従
属
す
る
ギ
リ
シ
ア
人
と
い
う
帝
国
に
お
け
る
権
力
関
係
の
枠
組
み
に
お
い
て
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
分
析
に
よ
る
と
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
は
選
択
的
に
ロ
ー
マ
中
央
と
の
関
係
を
構
築
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
一
見
ロ
ー
マ
の
支
配
を
受

容
し
、
外
見
上
は
帝
国
の
支
配
構
造
に
組
み
込
ま
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
実
、
他
の
小
ア
ジ
ア
都
市
に
対
し
て
自
都
市
の
優
越
を
強
調
し
、
名
誉

の
点
で
都
市
間
競
争
を
有
利
に
展
開
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
、
ロ
ー
マ
の
権
威
を
積
極
的
に
借
り
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
、
支
配
者
た
る
ロ
ー
マ
と
の
関
係
構
築
が
ギ
リ
シ
ア
都
市
に
と
っ
て
必
要
に
迫
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
関
係
が
ギ
リ

シ
ア
都
市
に
よ
っ
て
自
ら
の
都
合
の
よ
い
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
と
い
う
側
面
が
並
行
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第
二
節
　
皇
帝
崇
拝
と
剣
闘
士
競
技

　
前
節
に
お
い
て
触
れ
た
よ
う
に
、
都
市
を
主
体
と
し
た
ロ
ー
マ
中
央
と
の
関
係
構
築
に
寄
与
し
た
の
が
、
皇
帝
崇
拝
で
あ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ア

都
市
と
ロ
ー
マ
中
央
、
と
り
わ
け
皇
帝
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
こ
の
皇
帝
崇
拝
は
、
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
の
作
品
中
に
も
あ
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ロ
ー
マ
人
が
属
州
民
に
押
し
つ
け
た
わ
け
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
自
ら
が
積
極
的
に
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。
初
代
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト

ゥ
ス
は
、
自
身
が
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
こ
と
を
恩
甘
し
、
属
州
民
に
対
し
て
、
女
神
ロ
ー
マ
と
の
合
祀
と
い
う
条
件
つ
き
で
崇
拝
を
許
可
し

　
　
　
　
　
⑫

た
ほ
ど
で
あ
る
。
か
つ
て
、
S
・
プ
ラ
イ
ス
は
、
皇
帝
崇
拝
を
政
治
的
な
も
の
か
、
あ
る
い
は
宗
教
的
な
も
の
か
と
い
う
二
項
対
立
的
に
捉
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
混
合
物
で
あ
る
と
の
見
方
を
示
し
、
支
配
者
と
被
支
配
者
の
関
係
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
彼
の
成

果
を
継
ぎ
、
最
近
で
は
、
藤
井
崇
が
キ
プ
ロ
ス
島
に
お
け
る
皇
帝
崇
拝
を
分
析
し
、
属
州
民
と
皇
帝
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
新
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

視
点
か
ら
皇
帝
崇
拝
を
評
価
し
て
い
る
。

　
特
に
小
ア
ジ
ア
都
市
は
、
皇
帝
の
た
め
の
神
殿
を
建
立
し
、
皇
帝
か
ら
「
神
殿
守
蒜
e
訳
暑
8
」
と
い
う
称
号
の
獲
得
を
競
う
ほ
ど
皇
帝
崇

拝
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
タ
キ
ト
ゥ
ス
も
こ
う
し
た
状
況
を
詳
し
く
伝
え
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
多
く
の
小
ア
ジ
ア

都
甫
が
ロ
ー
マ
の
元
老
院
に
て
都
市
の
故
事
来
歴
を
披
歴
し
あ
い
、
い
か
に
自
ら
の
都
市
が
皇
帝
の
神
殿
を
建
立
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
を
訴

　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

え
て
い
た
。
実
際
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
で
は
セ
バ
ス
テ
イ
オ
ン
と
呼
ば
れ
る
皇
帝
の
た
め
の
神
殿
が
紀
元
一
世
紀
ご
ろ
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。

神
域
の
内
部
に
は
皇
帝
家
や
様
々
な
神
話
を
模
し
た
レ
リ
ー
フ
・
パ
ネ
ル
が
飾
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
皇
帝
家
の
威
光
、
お
よ
び
そ
の
神
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

イ
メ
ー
ジ
が
想
起
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
セ
バ
ス
テ
イ
オ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
内
部
の
各
所
か
ら
は
、
皇
帝
家
の
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
立
像
や
彼
ら
に
対
す
る
奉
献
碑
文
が
確
認
さ
れ
、
多
様
な
か
た
ち
で
皇
帝
崇
拝
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
る
。

　
こ
の
皇
帝
崇
拝
と
、
ギ
リ
シ
ア
世
界
に
お
け
る
剣
闘
士
競
技
、
す
な
わ
ち
「
ロ
ー
マ
風
競
技
」
は
、
実
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
も
皇
帝
崇
拝
の
実
践
の
一
つ
と
さ
れ
る
の
が
、
皇
帝
崇
拝
祭
司
に
よ
る
剣
闘
士
競
技
の
開
催
だ
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の
ギ
リ
シ
ア
都
市
で
は
、
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都
市
の
皇
帝
崇
拝
祭
司
（
袋
℃
訣
鴇
℃
偽
唱
翁
）
が
競
技
開
催
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
碑
文
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
都
市
を
超
え
て
、
属
州
レ
ヴ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
皇
帝
崇
拝
祭
司
（
昏
q
§
、
§
n
、
も
し
く
は
9
．
、
さ
音
巴
ハ
臼
蔚
．
》
q
ミ
n
）
も
設
置
さ
れ
て
い
た
。
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
の
手
紙
を
刻
ん
だ
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ

ア
ス
出
土
の
碑
文
に
は
、
こ
の
皇
帝
崇
拝
祭
司
と
剣
闘
士
競
技
の
関
係
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
史
料
の
該
当
箇
所
を
訳
出
し
よ
う
。

ローマ元首政期小アジアにおける見世物と都市（増永）

「
あ
な
た
た
ち
が
水
道
の
た
め
に
確
保
し
た
資
金
を
私
は
確
認
す
る
。
皇
帝
崇
拝
祭
司
職
に
推
薦
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
者
が
い
る
の
で
、
彼
ら
が
レ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
ア
を
引
受
け
、
そ
の
事
態
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
も
し
く
は
彼
ら
が
真
実
を
述
べ
て
い
る
の
か
を

調
査
す
る
よ
う
、
あ
な
た
た
ち
に
委
託
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
彼
ら
の
う
ち
い
く
ら
か
の
暮
ら
し
む
き
が
良
い
よ
う
で
あ
る
な
ら
、
彼
ら
が
ま
ず
皇

帝
崇
拝
祭
司
に
就
く
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
私
は
次
の
こ
と
を
認
め
る
。
あ
な
た
た
ち
は
、
剣
闘
士
競
技
開
催
の
代
わ
り
に
、
皇
帝
崇
拝
祭
司
か
ら
資
金
を

得
る
べ
き
で
あ
る
と
。
そ
し
て
、
私
は
あ
な
た
た
ち
の
提
案
を
認
め
る
ば
か
り
で
な
く
賞
讃
す
る
。
」

　
ま
ず
、
皇
帝
は
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
に
お
け
る
水
道
建
設
資
金
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
、
同
市
に
お
け
る
皇
帝
崇
拝
祭
司
の
後
任
問
題
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
手
紙
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
し
た
た
め
ら
れ
た
か
が
不
明
で
あ
る
の
で
、
後
半
部
分
と
の
つ
な
が
り
が
や
や
わ
か

り
に
く
い
が
、
結
果
的
に
、
剣
闘
士
競
技
の
開
催
費
用
を
水
道
建
設
費
用
に
転
用
す
る
こ
と
を
皇
帝
が
承
認
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て

最
初
に
分
析
を
行
っ
た
J
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
は
、
水
道
建
設
費
が
剣
闘
士
競
技
開
催
費
よ
り
も
高
額
で
あ
る
と
い
う
解
釈
に
基
づ
い
て
、
ア
フ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

デ
ィ
シ
ア
ス
は
経
費
節
約
の
た
め
に
水
道
建
設
よ
り
も
剣
闘
士
競
技
を
本
来
希
望
し
て
い
た
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

K
・
H
・
コ
ー
ル
マ
ン
は
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
に
お
い
て
祭
司
職
に
就
き
た
が
る
人
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
剣
闘
士
競
技
開
催
と
い
う
恩
恵

施
与
に
関
わ
る
負
担
の
大
き
さ
に
原
因
が
あ
っ
た
と
い
う
立
場
を
採
用
し
、
剣
闘
士
競
技
の
た
め
の
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
に
と
っ
て
水
道
建
設
は
む
し
ろ
積
極
的
解
決
策
で
あ
っ
た
と
み
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
の
対
立
軸
は
、
水
道
建
設
と
剣
闘
士
競
技
開
催
と
、

ど
ち
ら
の
費
用
を
高
く
見
積
も
る
か
で
あ
る
が
、
現
段
階
の
史
料
状
況
か
ら
は
明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
祭
司
職
の
人
材
不
足
に
つ
い
て
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も
そ
の
実
態
は
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
が
そ
の
よ
う
な
訴
え
を
な
し
、
競
技
開
催
費
の
転
用
に
つ
い
て
皇
帝
に
許

可
を
求
め
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
に
お
け
る
剣
闘
士
競
技
開
催
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
皇
帝
の
意
見
を
請
う
ほ
ど
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
は
剣
闘
士
競
技
と
皇
帝
の
結
び
つ
き
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
劒
闘
士
競
技
に
よ
っ
て
、
ど

れ
ほ
ど
皇
帝
の
結
び
つ
き
が
想
起
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
が
、
皇
帝
崇
拝
祭
司
に
多
大
な
経
済
的
負
担
を
課
す
ほ
ど

大
規
模
な
催
し
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
剣
闘
士
競
技
が
都
市
内
外
の
人
々
を
多
数
引
き
つ
け
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
同
競
技

の
開
催
は
、
都
市
レ
ヴ
ェ
ル
で
最
も
重
要
な
皇
帝
崇
拝
実
践
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
の
手
紙
以
外
に
も
、
皇
帝
崇
拝
祭
司
と
剣
闘
士
競
技
の
強
固
な
結
び
つ
き
を
示
唆
す
る
史
料
が
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
に
は

存
在
す
る
。
そ
も
そ
も
、
競
技
者
で
あ
る
剣
闘
士
の
確
保
は
、
二
世
紀
の
法
学
者
ガ
イ
ウ
ス
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
的
に
剣
闘
士
を

養
成
す
る
興
行
師
と
開
催
責
任
者
（
お
そ
ら
く
皇
帝
崇
拝
祭
司
）
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
。
ど
の
程
度
実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
ガ
イ
ウ
ス
に
よ
る
と
、
剣
闘
士
は
基
本
的
に
リ
ー
ス
契
約
で
あ
っ
た
。
剣
闘
士
一
人
当
た
り
の
リ
ー
ス
料
は
約
二
〇
デ
ナ
リ

ウ
ス
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
値
段
は
競
技
の
結
果
、
す
な
わ
ち
競
技
後
の
剣
闘
士
の
状
態
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
競
技
後
、
剣
闘

士
が
無
傷
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
リ
ー
ス
契
約
の
ま
ま
、
つ
ま
り
二
〇
デ
ナ
リ
ウ
ス
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
剣
闘
士
が
負
傷
、
あ
る
い
は
死
亡
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
リ
ー
ス
契
約
か
ら
売
買
契
約
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
支
払
額
は
五
〇
倍
の
一
〇
〇
〇
デ
ナ
リ
ウ
ス
ま
で
跳
ね
上
が
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
⑳

な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
制
度
の
も
と
に
剣
闘
士
を
確
保
す
る
こ
と
が
通
例
だ
っ
た
が
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
で
は
興
行
師
を
介
す
こ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

く
、
皇
帝
崇
拝
祭
司
自
身
が
剣
闘
士
た
ち
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
三
点
の
記
念
碑
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
一
七
七
年
に
出
さ
れ
た
剣
闘
士
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
価
格
制
限
に
関
す
る
元
老
院
決
議
に
は
、
「
興
行
師
ら
と
交
渉
し
な
い
属
州
の
祭
司
も
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
世
紀
末
ご
ろ
、
小
ア

ジ
ア
西
部
の
都
市
ペ
ル
ガ
モ
ン
に
お
い
て
、
鋼
闘
士
養
成
所
の
医
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
ガ
レ
ノ
ス
も
、
皇
帝
崇
拝
祭
司
か
ら
剣
闘
士
の
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

療
を
託
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
部
の
雲
州
、
あ
る
い
は
都
市
に
お
い
て
は
、
祭
司
職
就
任
と
同
時
に
剣
闘
士
の
一
団

を
引
き
継
ぎ
、
自
ら
が
競
技
開
催
の
役
目
を
果
た
し
た
後
は
、
後
継
の
祭
司
に
再
び
そ
の
一
団
を
引
き
渡
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
結
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周
、
祭
司
ら
が
剣
闘
士
の
維
持
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
か
か
る
方
策
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
祭
司

の
経
済
的
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
剣
闘
士
を
自
ら
の
都
市
で
管
理
す
る
こ
と
で
、
よ
り
確
実
に
剣
闘
士
を
確
保
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
は
少
な
く
と
も
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。

　
剣
闘
士
競
技
の
競
技
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
奴
隷
や
罪
人
、
あ
る
い
は
戦
争
捕
虜
で
あ
っ
た
た
め
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
の
よ
う
に
彼
ら
の

勝
利
に
対
し
て
、
少
な
く
と
も
都
市
側
が
名
誉
を
付
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
お
い
て
、
剣
闘
士
の
墓
碑
が
二
〇
点

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ほ
ど
出
土
し
て
い
る
が
、
都
市
に
よ
っ
て
名
誉
を
付
与
さ
れ
て
い
る
剣
闘
士
は
皆
無
で
あ
る
。
他
方
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
で
は
確
認
さ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
も
の
の
、
他
都
市
で
は
同
競
技
を
開
催
し
た
皇
帝
崇
拝
祭
司
に
対
す
る
顕
彰
碑
文
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
名
誉
の
対
象
と
し

て
開
催
者
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
先
程
言
及
し
た
よ
う
に
、
都
市
と
い
う
集
団
レ
ヴ
ェ
ル
で
皇
帝
崇
拝
を
実
践
す
る
と
い
う

点
で
、
競
技
開
催
そ
の
も
の
に
重
要
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
皇
帝
崇
拝
が
ギ
リ
シ
ア
都
市
の
側
か
ら
開
始
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
競
争
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
都
市
レ
ヴ
ェ
ル
の
皇

帝
崇
拝
実
践
と
し
て
剣
闘
士
競
技
開
催
そ
の
も
の
が
大
き
な
重
要
性
を
占
め
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
前
節
に
お
い
て
確
認
し
た
よ
う
に
、
ロ
ー

マ
の
権
威
が
都
市
間
競
争
に
貢
献
す
る
側
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
以
上
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
都
市
内
外
の
人
々
を
多
数
引
き
つ
け
て
い
た

と
思
わ
れ
る
剣
闘
士
競
技
も
ま
た
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
同
様
、
ロ
ー
マ
中
央
と
の
関
係
強
化
と
い
う
点
で
、
都
市
の
名
声
を
高
め
る
も
の

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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結
び
に
か
え
て

ローマ元首政期小アジアにおける見世物と都市（増永）

　
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
に
お
け
る
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
は
、
元
首
政
期
の
小
ア
ジ
ア
で
苛
烈
を
極
め
て
い
た
都
市
間
競
争
の
一
手
段
と
し
て
、

都
市
の
名
声
を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
競
技
に
見
出
さ
れ
る
、
皇
帝
を
主
と
す
る
ロ
ー
マ
中
央
と
の
関
係
を
示
す
要
素
は
、

同
競
技
に
ロ
ー
マ
の
権
威
を
付
与
す
る
点
で
都
市
間
競
争
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
、
都
市
側
に
よ
っ
て
積
極
的
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
。
同

様
に
、
ロ
ー
マ
中
央
と
の
関
係
を
象
徴
す
る
剣
闘
士
競
技
も
都
市
の
名
声
を
高
め
る
の
に
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
ポ
ン
ペ
イ

に
お
い
て
、
剣
闘
士
競
技
の
最
中
に
、
些
細
な
小
競
り
合
い
か
ら
ポ
ン
ペ
イ
市
民
と
近
隣
の
ヌ
ケ
リ
ア
市
民
と
の
間
で
騒
擾
が
発
生
し
た
よ
う

①に
、
見
世
物
は
集
団
的
都
市
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
表
出
し
や
す
い
空
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
開
催
都
市
の
人
々
の
み
な
ら
ず
、
他
共

同
体
の
人
々
を
も
包
含
す
る
か
た
ち
で
見
世
物
が
催
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
「
ギ
リ
シ
ア
風
競
技
」
と
剣
闘
士
競
技
に
代
表
さ
れ
る
「
ロ
ー

マ
風
競
技
」
は
、
都
市
間
競
争
と
い
う
共
通
の
文
脈
に
お
い
て
相
補
的
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
が
両
競
技
を
ど
の

程
度
、
意
図
的
に
使
い
分
け
て
い
た
か
は
史
料
的
に
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
先
行
研
究
も
言
及
す
る
都
市
間
競
争
と
い
う
背

景
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
従
来
、
別
個
の
枠
組
み
に
お
い
て
語
ら
れ
て
き
た
両
競
技
は
、
都
市
間
競
争
の
一
手
段
た
る
、
ロ
ー
マ
中
央
と
の

関
係
構
築
と
い
う
共
通
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
点
こ
そ
、
両
競
技
を
分
化
さ
せ
て
き
た
従
来
の
研
究
か
ら
も
れ
落
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ち
た
、
ギ
リ
シ
ア
都
市
に
お
け
る
見
世
物
の
一
実
態
な
の
で
あ
る
。

　
か
つ
て
、
F
・
ミ
ラ
ー
は
、
ロ
ー
マ
期
の
ギ
リ
シ
ア
都
市
を
、
単
に
ロ
ー
マ
と
対
置
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
ロ
ー
マ
の
要
素
が
混

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

合
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
と
主
張
し
た
。
飼
闘
士
競
技
が
ギ
リ
シ
ア
人
の
間
に
浸
透
し
、
ロ
ー
マ
の
権
威
に
つ
い
て
も
ギ
リ
シ
ア
都
市

同
士
の
競
争
手
段
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
、
本
稿
は
ミ
ラ
ー
の
主
張
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

形
式
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
に
と
ど
ま
る
。
本
稿
の
分
析
か
ら
明
ら
か
と
な
る
の
は
、
少
な
く
と
も
見
世
物
と
い
う
文
化
的
領
域
に
お
い
て
、
皇
帝
崇

拝
な
ど
に
よ
り
ロ
ー
マ
に
対
し
て
巧
み
に
服
従
の
意
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
の
権
威
を
利
用
し
、
自
ら
の
都
市
の
名
誉
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す

る
ギ
リ
シ
ア
都
市
の
姿
で
あ
る
。
か
か
る
本
稿
の
成
果
を
も
と
に
す
れ
ば
、
近
年
の
研
究
が
示
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
帝
国
の
支
配
丁
に

あ
り
な
が
ら
も
、
従
来
想
定
さ
れ
て
き
た
ほ
ど
に
自
立
性
を
失
う
こ
と
な
く
、
都
市
と
し
て
の
活
力
を
根
底
に
維
持
し
続
け
て
い
た
と
い
う
ギ

リ
シ
ア
都
市
の
豊
か
な
像
を
描
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
本
稿
の
結
論
は
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
と
い
う
一
都
市
の
分
析
を
中
心
に
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
論
を
ど
の
程
度
～
般
化
で

き
る
か
と
い
う
問
題
は
残
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
事
例
研
究
を
蓄
積
す
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
。
加
え
て
、
第
二
算
額
三
節
で
も
述
べ
た
よ

う
に
、
都
市
間
競
争
の
手
段
は
見
世
物
に
限
ら
れ
ず
、
実
に
多
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
見
世
物
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
都
市

の
名
誉
以
外
の
利
益
、
お
よ
び
見
世
物
以
外
の
競
争
手
段
の
分
析
を
通
し
て
比
較
す
る
こ
と
で
、
本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
見
解
を
競

争
社
会
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
世
界
の
文
脈
全
体
に
位
置
づ
け
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
都
市
の
間
に
お
け
る
競
争
、
お
よ
び
そ
こ
に

ロ
ー
マ
が
い
か
に
関
わ
っ
て
い
た
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
ロ
ー
マ
帝
国
下
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
人
の
実
態
、
さ
ら
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配

そ
の
も
の
の
あ
り
方
が
浮
き
彫
り
に
な
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
以
上
の
課
題
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。
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Spectacle　and　City　in　Roman　Asia　Minor：

　　　　　　A　Case　Study　of　Aphrodisias

by

MASUNAGA　Masataka

　　In　Roman　Asia　Minor，　which　has　recently　been　the　focus　of　many

researchers，　an　”agonistic　explosion，”　which　refers　to　the　sttdden　increase　in

competitions　as　spectacles，　occurred．　ln　this　paper，　1　take　up　this　historical

phenomenon　in　aR　attempt　to　consider　spectacles　in　Asia　Minor　as　a　point　of

intersection　between　Greelc　aRd　Rome　in　the　regional　and　empire－wide

context　and　then　to　clarify　the　actua｝　condition　of　a　Greek　city　under　Roman

ru正e．

　　Formally，　spectacles　in　Roman　Greek　cities　are　divided　into　two　types，　on

the　one　hand，　”Greek　games；’　which　had　been　held　since　the　Classical　period，

and　on　the　other　hand，　”Roman　games：’　especially　gladiatorial　competitions，

which　had　been　brought　from　ltaly．　Previous　studies　also　have　distinguished

their　subject　matter　based　on　this　categorization．　So　the　two　types　of　the

games　have　been　understood　as　separate．　While　”Greek　games”　contributed

to　an　emphasis　oR　Greek　identity，　”Roman　games”　were　a　point　of　cultura｝

co職tact　between　Greek　and　Rome　where　both　va正ues　were　assim三正ated．　B慌if

we　coRsider　the　eommon　feature　of　spectacle　as　a　place　which　people　from

inside　and　outside　a　community　met，　we　should　examine　the　two　games

together．　Concentrating　on　the　common　element　of　spectacle，　this　article

approaches　the　reality　of　spectacie　in　a　Greek　city　that　has　previously　been

overlooked，　by　focusing　on　Aphrodisias，　a　city　of　soutkwest　Asia　Minor，　as　a

case　study．

　　Firstly，　1　investigate　people　from　other　cities　who　gathered　for　spectacles

in　Aphrodisias　on　the　basis　of　seat　inscriptions　that　were　discovered　at

buildings　used　for　spectacles　in　Aphrodisias　and　honorific　inscriptions

concerning　joint　sacrifice　accompanying　the　spectacles．　As　a　result，　1　point

out　that　people　of　Reighboring　cities　assembled　there．　ffowever，　this　is　not

the　only　relationship　among　cities　that　can　be　seen　iR　these　spectacles．　Of

the　honorific　inscriptions　for　”Greek　games”　competitors，　certain　ones　llst
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festivals　of　other　cities　at　which　the　honored　competitors　had　triumphed．

Analyzing　comprehensively　the　festivals　that　were　listed　on　the　inscriptions

from　Aphrodisias，　the　cities　from　the　province　of　Asia，　and　the　cities　from

the　province　of　Achaia，　we　discover　that，　just　as　in　the　other　cities　of　the

province　of　Asia，　the　largest　number　of　festivals　mentioned　in　inscriptions

from　Aphrodisias　are　from　the　province　of　Asia，　to　which　Aphrodisias

herself　belonged，　but　the　rate　of　festivals　of　Achaia　is　smaller　than　the

other　cities　of　the　province　of　Asia．　To　sum　up，　considering　the　regional

context　of　intercity　rivairy　in　Asia　Minor　and　subjective　nature　of　the

involvement　of　the　city　in　honoring　the　competitors，　it　becomes　clear　that

the　”Greek　games”　of　Aphrodisias　functioned　as　a　method　for　inter－city

competition　in　the　respect　that　the　honoring　of　outstanding　competitors　with

inscriptions　was　connected　with　the　honor　of　the　city．

　　In　addition，　the　”Greek　games”　were　related　in　various　ways　to　the　Roman

authorities　such　as　the　emperors　or　the　officials　of　the　city　of　Rome．

Generally，　these　have　been　recognized　as　one　of　the　ways　that　Greek　cities

proved　their　loyalty　to　Rome　through　the　imperial　cult，　but　since

Aphrodisias　at　least　appealed　to　other　cities　to　recognize　the　authority　of

Rome，　as　can　be　seen　in　its　”Archive　Wall；’　we　can　also　see　elements　in　the　”

Greek　games”　that　suggest　a　similar　connection　with　the　authority　of　Rome．

　　The　irnperial　cult　by　which　many　cities　subjectively　constructed　a

relationship　with　the　Roman　authorities　was　initiated　by　the　Greeks

themselves　and　was　later　practiced　competitively．　ln　fact，　it　was　the

gladiatorial　games　that　were　deeply　related　to　the　imperial　cult．　By　the

inscriptions　from　Aphrodisias，　we　can　perceive　how　the　gladiatorial　games

were　important　for　the　imperial　cult　at　the　city　level．　As　1　have　already

pointed　out，　the　prestige　of　Rome　contributed　to　inter－city　competition　and

these　popular　games　also　served　to　improve　the　honor　of　the　city　by

reinforcing　the　relationship　with　the　Roman　authorities．

　　Consequently，　it　was　precisely　because　the　spectacles　that　they　held

included　people　of　other　communities　that　both　the　”Greek　games”　and　”

Roman　games”　served　in　common　as　a　method　for　competing　cities　to

construct　a　connection　with　the　Roman　authorities．　This　paper　clarifies　the

picture　of　Greek　cities　that　at　least　in　the　sphere　of　spectacles　attempted　to

demonstrate　their　loyalty　to　Rome　and　use　its　prestige　as　a　link　to　their　own

honor．　The　result　of　this　study　will　undoubtedly　provide　he｝p　in　creating　a

dynamic　portrait　of　Greek　cities　in　the　Roman　period　as　other　recent　studies

have　attempted　to　do．
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